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平成 ⚒⚔ 年

⚑⚑ ／ ⚑⚕
⚑⚑月⚑日現在人口と世帯数

前月比合 計
住民基本台帳

外国人日本人
⚒⚕減⚓⚗，⚗⚘⚗⚔⚑⚐⚓⚗，⚓⚗⚗男人　

口
⚑⚘減⚓⚙，⚓⚑⚗⚕⚐⚕⚓⚘，⚘⚑⚒女
⚔⚓減⚗⚗，⚑⚐⚔⚙⚑⚕⚗⚖，⚑⚘⚙計
⚑⚒増⚓⚘，⚕⚓⚙⚔⚓⚕⚓⚘，⚑⚐⚔世帯数

※外国人世帯数は、外国人のみの世帯です。

●⚒面…パブリックコメントを実施
●⚓面…第二中学校ダブルダッチ部

が日本一の栄冠
●⚕面…不活性ポリオワクチン（追

加接種）が定期予防接種に
●⚖面…調布都市計画道路⚓・⚔・

⚑⚗号線開通記念イベント
●⚘面…学童保育所・小学生クラブ・

放課後クラブの入所（入会）

今号の主なトピックス

防災行政無線の放送内容を電話で確認できます　察0800（800）0504（通話料無料・24時間対応）
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平
成　

年
度
か
ら
行
わ
れ
て

⚑⚖

い
る
野
川
美
化
清
掃
活
動
Ố
と

こ
ろ
が
ỏ
今
年
は
予
備
日
も
含

め
ỏ
二
日
と
も
雨
に
た
た
ら
れ

中
止
に
な
ỳ
て
し
ま
い
ま
し
た
Ố

私
も
駆
け
つ
け
る
予
定
で
し
た

の
で
ỏ
誠
に
残
念
に
思
い
ま
す
Ố

　

野
川
美
化
清
掃
活
動
は
ỏ
野

川
を
愛
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
ỏ
学
校
・
事
業
者
・
行

政
等
が
一
緒
に
な
ỳ
て
野
川
を

き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
ỏ

自
然
を
大
切
に
す
る
意
識
を
育

ん
で
い
く
活
動
と
聞
い
て
い
ま

す
Ố
こ
う
し
た
環
境
保
全
活
動

は
ỏ
地
域
の
連
帯
感
を
高
め
て

い
く
こ
と
に
も
役
立
つ
も
の
と

思
い
ま
す
Ố
ま
た
ỏ
こ
の
活
動

の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
ỏ
若

い
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
よ
う

小
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し

て
も
ら
ỳ
て
い
る
こ
と
で
す
Ố

　

野
川
で
は
ỏ
カ
ワ
セ
ミ
を
は

じ
め
と
し
た
多
く
の
野
鳥
や
植

物
が
観
察
で
き
ま
す
Ố
こ
の
豊

か
な
自
然
に
満
ち
た
野
川
が
ỏ

狛
江
の
子
ど
も
た
ち
に
と
ỳ
て

誇
り
と
な
る
よ
う
ỏ
来
年
以
降

も
取
り
組
み
が
継
続
さ
れ
ỏ
活

動
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
ỳ
て
い

く
こ
と
を
願
ỳ
て
い
ま
す
Ố

市市
長長ココララ

ムム

市市 
長長コラ

　

コ
ラ
ムム

市市 
長長コラ

　

コ
ラ
ムム

へ
持
参
し
ỏ
投
票
し
て
く
だ
さ
い
Ố

■
狛
江
市
か
ら
都
内
へ
転
出
し
た
方

　

狛
江
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
て
ỏ
⚘
月　

日
以
降
に
東
京

⚒⚙

都
の
他
の
区
市
町
村
へ
転
出
ớ
⚑
回

の
移
転
に
限
る
Ờ
し
た
方
は
ỏ
狛
江

市
で
投
票
で
き
ま
す
Ố

　

こ
の
場
合
は
ỏ
転
出
先
の
区
市
町

村
で
証
明
書
ủ
住
民
票
の
写
し
ớ
選

挙
用
ỜỨ
の
交
付
ớ
無
料
Ờ
を
受
け
ỏ

狛
江
市
の
投
票
区
の
投
票
所
へ
持
参

し
ỏ
投
票
し
て
く
だ
さ
い
Ố

　

な
お
ỏ
期
日
前
・
不
在
者
投
票
を

す
る
場
合
も
ỏ
こ
の
証
明
書
が
必
要

で
す
Ố

■
狛
江
市
内
で
転
居
し
た
方

　
　

月　

日
昭
ま
で
に
転
居
届
を
出

⚑⚑

⚑⚕

し
た
方
は
ỏ
新
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
で
き
ま
す
が
ỏ
そ
れ
以
降
に
届

け
出
を
し
た
方
は
ỏ
前
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
Ố

 　

狛
江
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
て
も
ỏ
東
京
都
以
外
へ
転
出

さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
Ố

 　

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
Ỿ
ồ
等
で

投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
ỏ
投
票
日

前
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
Ố

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
期

間
と
場
所

ờ
日
程
Ở　

月　

日
晶
か
ら　

月　

⚑⚑

⚓⚐

⚑⚒

⚑⚕

日
松
ま
で
の
毎
日

ờ
時
間
Ở
午
前
⚘
時　

分
Ỗ
午
後
⚘

⚓⚐

時ờ
会
場
Ở
⚓
階
市
議
会
第
一
委
員
会

室※
市
外
で
不
在
者
投
票
を
す
る
方
は
ỏ

投
票
す
る
場
所
の
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

投
票
で
き
な
い

投
票
で
き
な
い
方方

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票票

■
不
在
者
投
票
の
で
き
る
方

▽
出
産
や
病
気
な
ど
で
ỏ
投
票
日
に

不
在
者
投
票
所
に
指
定
さ
れ
た
病
院

等
に
入
院
し
て
い
る
方

▽
仕
事
等
で
狛
江
市
以
外
の
場
所
に

い
て
ỏ
市
外
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

投
票
す
る
方

▽
投
票
日
に　

歳
に
な
る
が
ỏ
期
日

⚒⚐

前
投
票
の
日
に
は
ま
だ　

歳
の
方

⚑⚙

■
不
在
者
投
票
の
方
法

▽
指
定
病
院
等
で
行
う
場
合

　

不
在
者
投
票
の
で
き
る
病
院
等
に

入
院
し
て
い
る
方
は
ỏ
病
院
長
等
に

申
し
出
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
Ố

▽
出
張
先
ỏ
旅
行
先
で
行
う
場
合

　

投
票
所
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い

る
場
合
は
裏
面
の
ủ
宣
誓
書
兼
請
求

書
Ứ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
ỏ
郵
便

な
ど
で
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

投
票
用
紙
等
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
Ố

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

 　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
方
ỏ
あ
る
い
は
介
護
保
険

の
要
介
護
⚕
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
ỏ
郵
便
に
よ
り
自
宅
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
Ố

 　

目
の
不
自
由
な
方
や
身
体
に
障
が

い
の
あ
る
方
は
ỏ
係
員
が
投
票
の
秘

密
を
守
り
ỏ
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
Ố

 　

世
帯
ご
と
に
封
書
で
発
送
し
ま
す

の
で
ỏ
各
自
お
持
ち
く
だ
さ
い
Ố

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
ỏ
入
場
整
理
券
が
届
か
な
い
ỏ

ま
た
は
紛
失
し
た
場
合
で
も
ỏ
投
票

は
で
き
ま
す
Ố
直
接
投
票
所
の
係
員

郵
便
投

郵
便
投
票票

代
理
投
票
・
点
字
投

代
理
投
票
・
点
字
投
票票

入
場
整
理

入
場
整
理
券券

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
Ố

 　

候
補
者
の
氏
名
ỏ
政
見
等
を
掲
載

し
た
選
挙
公
報
は
ỏ
各
世
帯
に
配
布

予
定
で
す
Ố
各
地
域
セ
ン
タ
ồ
ớ
上

和
泉
地
域
セ
ン
タ
ồ
を
除
く
Ờỏ市
立

保
育
園
等
公
共
施
設
に
も
備
え
つ
け

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
Ố

 　
　

月　

日
掌
午
後
⚙
時
か
ら
市
民

⚑⚒

⚑⚖

総
合
体
育
館
で
行
い
ま
す
Ố

　

選
挙
権
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
ỏ
ど

な
た
で
も
自
由
に
参
観
で
き
ま
す
が
ỏ

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ỏ
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
Ố

　

ま
た
ỏ
電
話
に
よ
る
開
票
状
況
の

問
い
合
わ
せ
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
Ố

　

狛
江
市
開
票
区
の
開
票
結
果
は
ỏ

市
役
所
⚒
階
ロ
ビ
ồ
に
掲
示
し
ま
す
Ố

 　

午
後
⚘
時
以
降
は
ỏ
市
役
所
へ
の

選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
Ố

 　

上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ồ
の
改
修
工

事
の
た
め
ỏ
狛
江
団
地
自
治
会
第
一

集
会
所
ớ
和
泉
本
町
⚔
們
⚗
們　

Ờ
⚒⚓

に
変
更
し
ま
す
Ố
第
⚙
投
票
区
ớ
和

泉
本
町
四
丁
目
⚗
Ỗ　

番
Ờ
に
お
住

⚑⚑

ま
い
の
方
は
ỏ
ご
注
意
く
だ
さ
い
Ố

選
挙
公

選
挙
公
報報

開開　
　

票票

お
願
お
願
いい

第
９
投
票
所
の
場
所
変

第
９
投
票
所
の
場
所
変
更更

　

月月　

日
㈰
日
㈰
はは

⚑⚒⚑⚒

⚑⚖⚑⚖

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京
都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選

東
京
都
知
事
選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
のの

投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投
票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票
投
票
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
都

政
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で

す
Ố
あ
な
た
の
意
見
や
主
張
を
都
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
ỏ
貴
重
な
一
票

を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
ỏ
皆
さ
ん

そ
ろ
ỳ
て
投
票
し
ま
し
Ỷ
う
Ố

ờ
投
票
時
間
Ở
午
前
⚗
時
Ỗ
午
後
⚘

時ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

 　

平
成
⚔
年　

月　

日
以
前
に
生
ま

⚑⚒

⚑⚗

れ
た
方
で
ỏ
平
成　

年
⚘
月　

日
ま

⚒⚔

⚒⚘

投
票
で
き
る

投
票
で
き
る
方方

東京慈恵会
医大第三病院
東京慈恵会
医大第三病院

緑野小学校緑野小学校

狛
江
通
り

狛
江
通
り

市民総合
体育館
市民総合
体育館

狛江団地自治会
第１集会所

で
に
狛
江
市
に
転
入
届
を
出
し
ỏ
引

き
続
き
市
内
に
住
所
を
有
し
ỏ
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

■
狛
江
市
に
都
内
か
ら
転
入
し
た
方

　

⚘
月　

日
以
降
に
ỏ
東
京
都
の
他

⚒⚙

の
区
市
町
村
か
ら
狛
江
市
に
転
入
届

を
出
し
た
方
は
ỏ
狛
江
市
で
は
投
票

で
き
ま
せ
ん
が
ỏ
前
住
所
地
が
東
京

都
内
ớ
⚑
回
の
移
転
に
限
る
Ờ
で
あ

り
ỏ
そ
の
区
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
ỏ
前
住
所
地

で
投
票
で
き
ま
す
Ố

　

こ
の
場
合
は
ỏ
市
民
課
で
ủ
住
民

票
の
写
し
ớ
選
挙
用
ỜỨ
の
交
付
ớ
無

料
Ờ
を
受
け
ỏ
前
住
所
地
の
投
票
所その一票に思いを込めて

狛
江
市
長　

高
橋　

都
彦

１２月１６日(日)は東京都知事選挙の投票日 
 
　私たちの暮らしに直結する都政の代表者を選ぶ大切な選挙です。あなたの意見や主張を都政に反映させるため、貴重な一票を無駄にすることなく、皆さんそろって投票しましょう。 
〔投票時間〕午前７時～午後８時 
〔問い合わせ〕選挙管理委員会事務局 
 
 
投票できる方 
 
　平成４年１２月１７日以前に生まれた方で、平成２４年８月２８日までに狛江市に転入届を出し、引き続き市内に住所を有し、住民基本台帳に記載されている方 
■狛江市に都内から転入した方 
　８月２９日以降に、東京都の他の区市町村から狛江市に転入届を出した方は、狛江市では投票できませんが、前住所地が東京都内（１回の移転に限る）であり、その区市町村の選挙人名簿に登録されていれば、前住所地で投票できます。 
　この場合は、市民課で「住民票の写し（選挙用）」の交付（無料）を受け、前住所地の投票所へ持参し、投票してください。 
■狛江市から都内へ転出した方 
　狛江市の選挙人名簿に登録されていて、８月２９日以降に東京都の他の区市町村へ転出（１回の移転に限る）した方は、狛江市で投票できます。 
　この場合は、転出先の区市町村で証明書「住民票の写し（選挙用）」の交付（無料）を受け、狛江市の投票区の投票所へ持参し、投票してください。 
　なお、期日前・不在者投票をする場合も、この証明書が必要です。 
■狛江市内で転居した方 
　１１月１５日(木)までに転居届を出した方は、新住所地の投票所で投票できますが、それ以降に届け出をした方は、前住所地の投票所で投票することになりますのでご注意ください。 
 
投票できない方 
 
　狛江市の選挙人名簿に登録されていても、東京都以外へ転出された方は投票できません。 
 
期日前投票・不在者投票 
 
　投票日に仕事やレジャー等で投票所へ行けない方は、投票日前に投票することができます。 
■期日前投票・不在者投票の期間と場所 
〔日程〕１１月３０日(金)から１２月１５日(土)までの毎日 
〔時間〕午前８時３０分～午後８時 
〔会場〕３階市議会第一委員会室 
※市外で不在者投票をする方は、投票する場所の選挙管理委員会へお問い合わせください。 
■不在者投票のできる方 
▽出産や病気などで、投票日に不在者投票所に指定された病院等に入院している方 
▽仕事等で狛江市以外の場所にいて、市外の選挙管理委員会で投票する方 
▽投票日に２０歳になるが、期日前投票の日にはまだ１９歳の方 
■不在者投票の方法 
▽指定病院等で行う場合 
　不在者投票のできる病院等に入院している方は、病院長等に申し出れば投票できます。 
▽出張先、旅行先で行う場合 
　投票所入場整理券が届いている場合は裏面の「宣誓書兼請求書」に必要事項を記入し、郵便などで狛江市選挙管理委員会へ投票用紙等を請求してください。 
　詳細はお問い合わせください。 
 
郵便投票 
 
　身体障害者手帳・戦傷病者手帳をお持ちの方で一定の要件に該当する方、あるいは介護保険の要介護５の認定を受けている方は、郵便により自宅で投票することができます。 
 
代理投票・点字投票 
 
　目の不自由な方や身体に障がいのある方は、係員が投票の秘密を守り、お手伝いをしますので申し出てください。 
 
入場整理券 
 
　世帯ごとに封書で発送しますので、各自お持ちください。 
　選挙人名簿に登録されている方で、入場整理券が届かない、または紛失した場合でも、投票はできます。直接投票所の係員に申し出てください。 
 
選挙公報 
 
　候補者の氏名、政見等を掲載した選挙公報は、各世帯に配布予定です。各地域センター（上和泉地域センターを除く）、市立保育園等公共施設にも備えつけますのでご利用ください。 
 
開　　票 
 
　１２月１６日(日)午後９時から市民総合体育館で行います。 
　選挙権のある方であれば、どなたでも自由に参観できますが、駐車場はありませんので、車での来場はご遠慮ください。 
　また、電話による開票状況の問い合わせはお答えできません。 
　狛江市開票区の開票結果は、市役所２階ロビーに掲示します。 
 
お願い 
 
　午後８時以降は、市役所への選挙に関する問い合わせはご遠慮ください。 
 
第９投票所の場所変更 
 
　上和泉地域センターの改修工事のため、狛江団地自治会第一集会所（和泉本町４－７－２３）に変更します。第９投票区（和泉本町四丁目７～１１番）にお住まいの方は、ご注意ください。 
 
その一票に思いを込めて 
 
 
 
市長コラム６ 
 
　平成１６年度から行われている野川美化清掃活動。ところが、今年は予備日も含め、二日とも雨にたたられ中止になってしまいました。私も駆けつける予定でしたので、誠に残念に思います。 
　野川美化清掃活動は、野川を愛する市民の皆さんをはじめ、学校・事業者・行政等が一緒になって野川をきれいにするだけではなく、自然を大切にする意識を育んでいく活動と聞いています。こうした環境保全活動は、地域の連帯感を高めていくことにも役立つものと思います。また、この活動の素晴らしいところは、若い世代に引き継がれるよう小学生の皆さんにも参加してもらっていることです。 
　野川では、カワセミをはじめとした多くの野鳥や植物が観察できます。この豊かな自然に満ちた野川が、狛江の子どもたちにとって誇りとなるよう、来年以降も取り組みが継続され、活動の輪がさらに広がっていくことを願っています。 
 
狛江市長　高橋　都彦
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暴
力
団
排
除
活
動
に
関
し
、
基
本

理
念
を
定
め
、
市
の
責
務
な
ら
び
に

市
民
、
地
域
活
動
団
体
お
よ
び
事
業

者
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
暴
力
団
排

除
活
動
を
推
進

す
る
た
め
の
措

置
等
を
定
め
、

市
民
の
安
心
で

安
全
な
生
活
の

確
保
と
地
域
活
動
お
よ
び
事
業
活
動

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
。

 　

暴
力
団
が
市
民
の
生
活
お
よ
び
事

業
活
動
に
不
当
な
影
響
を
与
え
る
存

在
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
暴
力
団

と
交
際
し
な
い
こ
と
、
暴
力
団
を
恐

れ
な
い
こ
と
、
暴
力
団
に
資
金
を
提

供
し
な
い
こ
と
お
よ
び
暴
力
団
を
利

用
し
な
い
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
市
、

市
民
、
地
域
活
動
団
体
、
事
業
者
お

よ
び
警
察
そ
の
他
の
関
係
機
関
の
連

目　
　

的

基
本
理
念

携
お
よ
び
協
力
に
よ
り
推
進
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

 
▽
市
の
責
務

▽
市
民
、
地
域
活
動
団
体
お
よ
び
事

業
者
の
役
割

▽
不
当
な
要
求
に
対
す
る
措
置

▽
市
の
事
務
事
業
に
お
け
る
措
置

▽
市
の
公
の
施
設
に
お
け
る
措
置

▽
研
修
等
の
実
施

▽
広
報
お
よ
び
啓
発

▽
市
民
、
地
域
活
動
団
体
お
よ
び
事

業
者
に
対
す
る
支
援

▽
青
少
年
に
対
す
る
措
置

▽
市
民
、
地
域
活
動
団
体
お
よ
び
事

業
者
の
安
全
確
保
の
た
め
の
措
置

条
例
の
概
要

 
煙
計
画
期
間

　

平
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年
度
〜　

年
度

２５

３１

煙
基
本
方
針

　
「
守
っ
て
・
つ
く
り
・
育
て
て
・
継
な

ぐ　

こ
ま
え
の
緑
」
と
い
う
緑
の
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
各
基
本
方

針
と
施
策
を
定
め
ま
す（
表
１
参
照
）。

 
煙
計
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平
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年
度
〜　

年
度
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煙
目
標

　
「
み
ん
な
で
豊
か
な
環
境
を
未
来

に
つ
な
ぐ　

水
と
緑
の
ま
ち　

狛

江
」
と
い
う
市
の
環
境
像
を
実
現
す

「
狛
江
市
緑
の
基

「
狛
江
市
緑
の
基
本本

計
画
」
改
定
素
案

計
画
」
改
定
素
案
のの

概概
要要

「
狛
江
市
環
境
基

「
狛
江
市
環
境
基
本本

計
画
」
改
定
素
案

計
画
」
改
定
素
案
のの

概概
要要

る
た
め
、
旧
計
画
を
基
に
、
各
基
本

目
標
と
取
り
組
み
の
方
向
性
を
定
め

ま
す
（
表
２
参
照
）。

 
煙
計
画
期
間

　

平
成　

年
度
〜　

年
度

２５

３１

煙
施
策
体
系

　
「
狛
江
市
環
境
基
本
計
画
」の
取
り

組
み
を
踏
ま
え
、
次
の
４
つ
の
施
策

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
の
よ
い
ま
ち

を
目
指
す

▽
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を

促
進
す
る

▽
ご
み
の
４
Ｒ
を
進
め
適
正
な
処

理
・
処
分
を
行
う

▽
地
球
温
暖
化
へ
の
適
応
を
検
討
す

る
「
狛
江
市
地
球
温

「
狛
江
市
地
球
温
暖暖

化
対
策
実
行
計

化
対
策
実
行
計
画画

（
区
域
施
策
編
）」

（
区
域
施
策
編
）」素素

案
の
概

案
の
概
要要

狛
江
市
暴
力
団
排
除
条

狛
江
市
暴
力
団
排
除
条
例例（（
素
案
素
案
））

■「狛江市緑の基本計画」改定素案の基本方針と取り組み施策（表１）
施　　　策基本方針

緑を育む人づくりの推進、緑を育む仕組みづくりの推進まちの緑を守ろう守ること

身近な緑の拠点づくりの推進、緑と水辺のネットワークづくりの推進緑つながるまちをつくろうつくること

緑地としての農地の多面的活用、農地を守る新しい「なりわい」の構築「農」を活かした緑のまちを育てよう育てること

身近な緑を育む市民協働の推進、狛江らしい緑と水の継承狛江らしい緑を次世代に継なごう継なぐこと

■「狛江市環境基本計画」改定素案の基本目標と取り組みの方向性（表２）
取り組みの方向性基本目標

今ある緑を守る、緑をつくり育てるみんなが緑と遊べるまち緑

健全な水循環を回復する、自然で親しみやすい水辺をつくる豊かな水辺と水循環のまち水

生き物に配慮する、生息域を保全・回復・創造する、生物多様性を守り・育てる生き物にもすみよいまち生態系

環境資源をネットワークによって保全する水と緑を歴史でつなぐまちネットワーク

エネルギーの効率のよいまちをめざす、再生可能エネルギーの利用を促進する、地球温暖化
への適応を検討する低炭素でエネルギー効率のよいまち低炭素・エネルギー

ごみになるものはつくらない・売らない・買わない、４Ｒを進める、適正な処理・処分を行
う、ごみのない美しいまちをつくる資源循環を実践するまちごみ

典型７公害を未然に防止する、その他の公害を防止する、放射線量のモニタリング調査を実
施するみんなが安心して暮らせるまち公害

環境に配慮したまちなみ整備を促進する人の暮らしと環境が調和するまちまちなみ

知らせる・気づく・わかる、環境保全に取り組む人をつくる、ネットワークを形成する、共
通的な取り組みを進める、環境活動を実施する団体などを支援するみんなのおもいと行動でつなぐまちパートナーシップ

環
境
関
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計
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市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
で
安
全
な
生
活
を
確
保
し
、
事
業
活
動
の
健
全

な
発
展
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す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
狛
江
市
暴
力
団
排
除
条
例
」

の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
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条
例
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
公
表
し
、
広
く
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
お
よ
び
市
民
説
明
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を

実
施
し
ま
す
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素
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は
、
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閲
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で
き
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他
、
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ジ
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ご
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ま
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〔
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勤
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方

〔
提
出
方
法
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月　

日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、
住
所
・
氏

１２

１４

名
お
よ
び
在
学
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勤
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上
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出
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送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
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た
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市
ホ
ー
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ー
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専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
安
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全
課
へ
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皆さんの意見をお寄せください 
～パブリックコメントを実施します～ 
 
 
狛江市暴力団排除条例（素案） 
 
　市民の皆さんの安心で安全な生活を確保し、事業活動の健全な発展に寄与することを目的として、「狛江市暴力団排除条例」の策定作業を進めています。 
　条例の素案がまとまりましたので公表し、広く皆さんのご意見を反映させるため、パブリックコメントおよび市民説明会を実施します。 
　素案は、安心安全課窓口で閲覧できる他、市ホームページからもご覧になれます。 
〔対象〕市内在住・在学・在勤の方 
〔提出方法・問い合わせ〕１２月１４日(金)（必着）までに、住所・氏名および在学・在勤の方はその名称等を記入の上、窓口へ提出・郵送・ＦＡＸ・電子メール（anshin-pc@city.komae.lg.jp）または市ホームページの専用フォームから安心安全課へ。 
 
 
目的 
 
　暴力団排除活動に関し、基本理念を定め、市の責務ならびに市民、地域活動団体および事業者の役割を明らかにするとともに、暴力団排除活動を推進するための措置等を定め、市民の安心で安全な生活の確保と地域活動および事業活動の健全な発展に寄与する。 
 
基本理念 
 
　暴力団が市民の生活および事業活動に不当な影響を与える存在であるとの認識の下、暴力団と交際しないこと、暴力団を恐れないこと、暴力団に資金を提供しないことおよび暴力団を利用しないことを基本として、市、市民、地域活動団体、事業者および警察その他の関係機関の連携および協力により推進するものとします。 
 
条例の概要 
 
▽市の責務 
▽市民、地域活動団体および事業者の役割 
▽不当な要求に対する措置 
▽市の事務事業における措置 
▽市の公の施設における措置 
▽研修等の実施 
▽広報および啓発 
▽市民、地域活動団体および事業者に対する支援 
▽青少年に対する措置 
▽市民、地域活動団体および事業者の安全確保のための措置 
 
市民説明会 
 
〔日時〕１１月２５日(日)午前１０時から 
〔会場〕狛江市役所小田急線高架下分室１０３・１０４会議室 
 
 
 
環境関連各種計画の素案 
 
　「狛江市緑の基本計画」および「狛江市環境基本計画」を策定した平成１１年から１０年以上を経て、環境をめぐる社会状況や市民意識等が大きく変化したことから「狛江市緑の基本計画」、「狛江市環境基本計画」、「狛江市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」の改定および策定作業を進めています。 
　各計画の素案がまとまりましたので公表し、広く皆さんのご意見を反映させるため、パブリックコメントを実施します。 
　素案は、環境政策課窓口で閲覧できる他、市ホームページからもご覧になれます。 
〔対象〕市内在住・在学・在勤の方 
〔提出方法・問い合わせ〕１２月１４日(金)（必着）までに、住所・氏名、在学・在勤の方はその名称等、および計画名を記入の上、窓口へ提出・郵送・ＦＡＸ・電子メール（kankyo-kaitei@city.komae.lg.jp）または市ホームページの専用フォームから環境政策課環境政策係へ。 
 
 
「狛江市緑の基本計画」改定素案の概要 
 
●計画期間 
　平成２５年度～３１年度 
●基本方針 
　「守って・つくり・育てて・継なぐ　こまえの緑」という緑の将来像を実現するため、各基本方針と施策を定めます（表１参照）。 
 
「狛江市環境基本計画」改定素案の概要 
 
●計画期間 
　平成２５年度～３１年度 
●目標 
　「みんなで豊かな環境を未来につなぐ　水と緑のまち　狛江」という市の環境像を実現するため、旧計画を基に、各基本目標と取り組みの方向性を定めます（表２参照）。 
 
「狛江市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」素案の概要 
 
●計画期間 
　平成２５年度～３１年度 
●施策体系 
　「狛江市環境基本計画」の取り組みを踏まえ、次の４つの施策を進めていきます。 
▽エネルギーの効率のよいまちを目指す 
▽再生可能エネルギーの利用を促進する 
▽ごみの４Ｒを進め適正な処理・処分を行う 
▽地球温暖化への適応を検討する 
 
 
■「狛江市緑の基本計画」改定素案の基本方針と取り組み施策（表１） 
基本方針　施　　　策 
守ること　まちの緑を守ろう　緑を育む人づくりの推進、緑を育む仕組みづくりの推進 
つくること　緑つながるまちをつくろう　身近な緑の拠点づくりの推進、緑と水辺のネットワークづくりの推進 
育てること　「農」を活かした緑のまちを育てよう　緑地としての農地の多面的活用、農地を守る新しい「なりわい」の構築 
継なぐこと　狛江らしい緑を次世代に継なごう　身近な緑を育む市民協働の推進、狛江らしい緑と水の継承 
 
■「狛江市環境基本計画」改定素案の基本目標と取り組みの方向性（表２） 
基本目標　取り組みの方向性 
緑　みんなが緑と遊べるまち　今ある緑を守る、緑をつくり育てる 
水　豊かな水辺と水循環のまち　健全な水循環を回復する、自然で親しみやすい水辺をつくる 
生態系　生き物にもすみよいまち　生き物に配慮する、生息域を保全・回復・創造する、生物多様性を守り・育てる 
ネットワーク　水と緑を歴史でつなぐまち　環境資源をネットワークによって保全する 
低炭素・エネルギー　低炭素でエネルギー効率のよいまち　エネルギーの効率のよいまちをめざす、再生可能エネルギーの利用を促進する、地球温暖化への適応を検討する 
ごみ　資源循環を実践するまち　ごみになるものはつくらない・売らない・買わない、４Ｒを進める、適正な処理・処分を行う、ごみのない美しいまちをつくる 
公害　みんなが安心して暮らせるまち　典型７公害を未然に防止する、その他の公害を防止する、放射線量のモニタリング調査を実施する 
まちなみ　人の暮らしと環境が調和するまち　環境に配慮したまちなみ整備を促進する 
パートナーシップ　みんなのおもいと行動でつなぐまち　知らせる・気づく・わかる、環境保全に取り組む人をつくる、ネットワークを形成する、共通的な取り組みを進める、環境活動を実施する団体などを支援する
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　⚙月⚑日から⚑⚐月⚑日まで実施した「狛
江市の市民参加と市民協働の推進に関する
基本条例改正（素案）」に対するパブリック

コメントで、皆さんからいただいた主なご
意見（概要）とそれに対する市の回答を公
表します。

　なお、結果の詳細は政策室で閲覧できる
他、市ホームページからもご覧になれます。
〔問い合わせ〕政策室協働調整担当
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■「狛江市の市民参加と市民協働の推進に関する基本条例改正（素案）」に対するパブリックコメントの意見（概要）および回答
回　　　答意　　　見

　基本条例の見直しは、平成⚑⚕年⚔月に基本条例が施行され平成⚒⚔年度に⚑⚐年目を迎える
に当たり、これまでの運用実績等を踏まえ見直しを行うこととしたものです。
　自治体運営の基本ルールの検討については、その策定時期を明確にしておらず、今後、
市民および市議会も含めた市全体として策定に向けた機運を十分に見極めて対応したいと
考えています。

　「行政基本ルールの確立とも関連して基本条例の見直しに取り組みます」
「このルール（自治基本条例）の検討は（中略）市民主体の検討機関にお
いて行います」と記述されている狛江市前期基本計画の主旨に沿って、将
来の自治基本条例制定と、この度の参加協働条例改正との枠組みの法規的
な調整・すみ分けを行いながら参加協働条例改正を行うべき。

　市民投票は、基本条例第⚒⚓条で市長が必要と認めた場合に、その事案ごとに市議会に諮
り、条例を制定し実施することができると規定しています。また、市民側からの市民投票
の発議については、地方自治法第⚗⚔条に基づく住民の条例制定改廃の請求により可能であ
り基本条例において規定の対象とはしておらず、他にも請願や陳情等の制度の活用も可能
であると考えており、現時点では常設型市民投票制度導入までの議論はしていません。

　政策決定過程に、市民に限りなく決定権を与える市民投票制度の再構築
は最重要課題である。なぜ、より高次元の住民自治を担保する住民投票制
度の改革に挑戦しなかったのか。

　基本条例第⚕条第⚒項では、市税の賦課徴収等について市民参加の手続きを行わないこ
とができると規定しており、原則としては市民参加の対象となるものと考えています。
　なお、今回の基本条例改正では、第⚖条第⚒項を改正し、市民による市民参加手続き提
案の対象事案を拡大することも予定しています。

　地方分権時代にあって、市民生活に重大な影響のある賦課徴収事項を参
加対象の例外とする規定は廃止すべきだ。改正素案は参加対象とする「努
力義務」を掲げたが、最終的にその努力義務規定も削除した。なぜ、地方
自治と住民自治の拡大を意図した賦課徴収事項を参加対象とする改正を棚
上げしたのか。

　市は、基本条例改正について狛江市市民参加と市民協働に関する審議会から答申を受け、
その後、市として内容の検討を行ってきました。その結果、前回のパブリックコメント実
施時点から、素案の一部に変更が生じたため、再度パブリックコメントを実施することと
しました。今回のパブリックコメントを経て、市が最終的な改正条例案の検討を行います。
審議会からの答申は尊重していますが、答申された内容を全て受け入れるものではなく、
答申後の最終的な判断は市に委ねられているものであることをご理解ください。

　条例改正素案を変更したために今回改めてパブリックコメントを行うと
いうことだが、どこをどう変えたか、理由は何かということが説明されな
ければ改めて行う意味がわからない。また、施行規則で市民からの提案の
際に必要な署名人数の引き下げを⚓⚐人以上のままに据え置くというのも、
市民参加の敷居を低くして市民と行政をより近しいものにしていこうとい
う審議会の意向を拒否された気がする。

　基本条例第⚔条第⚒項は市民参加の権利について規定しており、今回の基本条例改正で
は市民参加の権利を有する市民のうち、青少年および子どもについてもより積極的に市民
参加できるよう配慮することとしたものです。
　ご指摘の趣旨については現行基本条例においても反映されているものと考えています。

　情報提供、情報共有や参加できる環境整備は全ての市民に必要のため、
第⚒項は「満⚒⚐歳未満の青少年及び子どもについても、年齢にふさわしい
市民参加の権利を有するものとする」として、第⚓項に「市は市民、青少
年及び子どもが市民参加できるように配慮するものとする」と変えるべき。

　「市民の公共の用に供される大規模な施設」とは、広く一般市民が使用する会館、ホー
ル、公園等の公共用の施設を言います。給食センターは、その施設自体は広く一般市民が
使用するものではないため、市民参加の対象にはなりません。
　なお、ご意見にもある旧第七小学校跡地利用は、公共施設再編方針の検討過程で市民参
加の手続きを取りましたが、その後市民参加の提案をいただき、平成⚒⚔年度に入りオープ
ンスペースの活用について市民参加手続き（ワークショップ）が行われています。

　第⚕条第⚑項第⚔号「市民の公共の用に供される大規模な施設」の定義
がはっきりしないので明確にすべき。その際、「公の施設」というくくりで
はなく、市民生活に影響のある一定規模の施設には適用するように。例え
ば、給食を食べるという形で利用することになるため、給食センターなど
はその施設に当たると思うが、日常、市民が利用しないので市民参加の対
象にならないと説明を受けた。旧第七小学校跡地の利用に関しても、小学
校からの目的の変更なのに、市民参加がなかったので市民参加提案制度で
市民参加を要請した。

パブリックコメントの結果（概要）を公表します
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「狛菜おうぎ膳」
日本料理　扇屋

「こま玉丼」
つきじ天六

「狛江野菜と塩麹のパスタ」
ボンボニエール

士優秀作品賞士  

選定
作品 「お楽しみオムライス」

レストラン　プティ・クー

士最優秀作品賞士

　投票いただいた方の中
から抽選で、平成⚒⚕年⚑
月⚓⚑日昭までコンテスト
参加店のランチタイムの
飲食に利用できるランチ
券を送付しました。

　皆さんによる投票（有効投票数⚒⚖⚐票）を集計した結果、
左記のランチが最優秀作品と優秀作品に選ばれ、⚑⚑月⚑⚑
日㈰に行われた市民まつり会場にて表彰式を行いました。
たくさんの投票、ありがとうございました。
　選定されたランチは、今後「狛江ランチ逸品」として
推奨していきます。
〔問い合わせ〕地域活性課地域振興係

「銀ダラの塩こうじ焼とほたて
の炊き込みご飯」　 彩りごはん

ランチ券の利用

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ののののののののののののののののののののののののののののののののの栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠冠

第第第第第第第第第第二二二二二二二二二二中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学第二中学校校校校校校校校校校校
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市長に優勝を報告する「狛Ｌｉｏｎ」のメンバー

華麗な演技で魅了しました

「狛江市防犯カメラの設置及び運用に関する条例（素案）」に関する市民説明会 
 
　市民の皆さんの権利を尊重しながら犯罪や事故を抑制するため、公共の場所に防犯カメラを設置および運用するために必要な事項を定めた「狛江市防犯カメラの設置及び運用に関する条例」について説明会を行います。 
〔日時〕１２月２日(日)午前１０時から 
〔会場〕狛江市役所小田急線高架下分室１０３・１０４会議室 
〔問い合わせ〕安心安全課 
 
 
 
第二中学校ダブルダッチ部が日本一の栄冠 
 
　１０月６日(土)に川崎市中原区で開催された「ダブルダッチデライトキッズ２０１２」のパフォーマンス部門において、第二中学校ダブルダッチ部が優勝の快挙を成し遂げ、１２月２日(日)にアメリカで開催される世界大会に出場します。 
　パフォーマンス部門には、第二中学校からの４チームを含む３３チームが出場し、「狛Ｌｉｏｎ」のメンバー６人が、栄冠を手に入れました。 
　第二中学校ダブルダッチ部は平成２２年創部で、現在部員３１人で活動しています。 
〔問い合わせ〕指導室 
 
市長に優勝を報告する「狛Ｌｉｏｎ」のメンバー 
 
華麗な演技で魅了しました 
 
 
 
わくわく元気！「狛江ランチ逸品」コンテスト結果発表 
 
　皆さんによる投票（有効投票数２６０票）を集計した結果、左記のランチが最優秀作品と優秀作品に選ばれ、１１月１１日(日)に行われた市民まつり会場にて表彰式を行いました。たくさんの投票、ありがとうございました。 
　選定されたランチは、今後「狛江ランチ逸品」として推奨していきます。 
〔問い合わせ〕地域活性課地域振興係 
 
選定作品 
 
最優秀作品賞 
 
「お楽しみオムライス」 
レストラン　プティ・クー 
 
優秀作品賞 
 
「狛菜おうぎ膳」 
日本料理　扇屋 
 
「こま玉丼」 
つきじ天六 
 
「狛江野菜と塩麹のパスタ」 
ボンボニエール 
 
「銀ダラの塩こうじ焼とほたての炊き込みご飯」　 
彩りごはん 
 
 
ランチ券の利用 
 
　投票いただいた方の中から抽選で、平成２５年１月３１日(木)までコンテスト参加店のランチタイムの飲食に利用できるランチ券を送付しました。 
 
 
 
パブリックコメントの結果（概要）を公表します 
 
　９月１日から１０月１日まで実施した「狛江市の市民参加と市民協働の推進に関する基本条例改正（素案）」に対するパブリックコメントで、皆さんからいただいた主なご意見（概要）とそれに対する市の回答を公表します。 
　なお、結果の詳細は政策室で閲覧できる他、市ホームページからもご覧になれます。 
〔問い合わせ〕政策室協働調整担当 
 
■「狛江市の市民参加と市民協働の推進に関する基本条例改正（素案）」に対するパブリックコメントの意見（概要）および回答 
意見　回答 
　「行政基本ルールの確立とも関連して基本条例の見直しに取り組みます」「このルール（自治基本条例）の検討は（中略）市民主体の検討機関において行います」と記述されている狛江市前期基本計画の主旨に沿って、将来の自治基本条例制定と、この度の参加協働条例改正との枠組みの法規的な調整・すみ分けを行いながら参加協働条例改正を行うべき。　　基本条例の見直しは、平成１５年４月に基本条例が施行され平成２４年度に１０年目を迎えるに当たり、これまでの運用実績等を踏まえ見直しを行うこととしたものです。 
　自治体運営の基本ルールの検討については、その策定時期を明確にしておらず、今後、市民および市議会も含めた市全体として策定に向けた機運を十分に見極めて対応したいと考えています。 
　政策決定過程に、市民に限りなく決定権を与える市民投票制度の再構築は最重要課題である。なぜ、より高次元の住民自治を担保する住民投票制度の改革に挑戦しなかったのか。　　市民投票は、基本条例第２３条で市長が必要と認めた場合に、その事案ごとに市議会に諮り、条例を制定し実施することができると規定しています。また、市民側からの市民投票の発議については、地方自治法第７４条に基づく住民の条例制定改廃の請求により可能であり基本条例において規定の対象とはしておらず、他にも請願や陳情等の制度の活用も可能であると考えており、現時点では常設型市民投票制度導入までの議論はしていません。 
　地方分権時代にあって、市民生活に重大な影響のある賦課徴収事項を参加対象の例外とする規定は廃止すべきだ。改正素案は参加対象とする「努力義務」を掲げたが、最終的にその努力義務規定も削除した。なぜ、地方自治と住民自治の拡大を意図した賦課徴収事項を参加対象とする改正を棚上げしたのか。　　基本条例第５条第２項では、市税の賦課徴収等について市民参加の手続きを行わないことができると規定しており、原則としては市民参加の対象となるものと考えています。 
　なお、今回の基本条例改正では、第６条第２項を改正し、市民による市民参加手続き提案の対象事案を拡大することも予定しています。 
　条例改正素案を変更したために今回改めてパブリックコメントを行うということだが、どこをどう変えたか、理由は何かということが説明されなければ改めて行う意味がわからない。また、施行規則で市民からの提案の際に必要な署名人数の引き下げを３０人以上のままに据え置くというのも、市民参加の敷居を低くして市民と行政をより近しいものにしていこうという審議会の意向を拒否された気がする。　　市は、基本条例改正について狛江市市民参加と市民協働に関する審議会から答申を受け、その後、市として内容の検討を行ってきました。その結果、前回のパブリックコメント実施時点から、素案の一部に変更が生じたため、再度パブリックコメントを実施することとしました。今回のパブリックコメントを経て、市が最終的な改正条例案の検討を行います。審議会からの答申は尊重していますが、答申された内容を全て受け入れるものではなく、答申後の最終的な判断は市に委ねられているものであることをご理解ください。 
　情報提供、情報共有や参加できる環境整備は全ての市民に必要のため、第２項は「満２０歳未満の青少年及び子どもについても、年齢にふさわしい市民参加の権利を有するものとする」として、第３項に「市は市民、青少年及び子どもが市民参加できるように配慮するものとする」と変えるべき。　　基本条例第４条第２項は市民参加の権利について規定しており、今回の基本条例改正では市民参加の権利を有する市民のうち、青少年および子どもについてもより積極的に市民参加できるよう配慮することとしたものです。 
　ご指摘の趣旨については現行基本条例においても反映されているものと考えています。 
　第５条第１項第４号「市民の公共の用に供される大規模な施設」の定義がはっきりしないので明確にすべき。その際、「公の施設」というくくりではなく、市民生活に影響のある一定規模の施設には適用するように。例えば、給食を食べるという形で利用することになるため、給食センターなどはその施設に当たると思うが、日常、市民が利用しないので市民参加の対象にならないと説明を受けた。旧第七小学校跡地の利用に関しても、小学校からの目的の変更なのに、市民参加がなかったので市民参加提案制度で市民参加を要請した。　　「市民の公共の用に供される大規模な施設」とは、広く一般市民が使用する会館、ホール、公園等の公共用の施設を言います。給食センターは、その施設自体は広く一般市民が使用するものではないため、市民参加の対象にはなりません。 
　なお、ご意見にもある旧第七小学校跡地利用は、公共施設再編方針の検討過程で市民参加の手続きを取りましたが、その後市民参加の提案をいただき、平成２４年度に入りオープンスペースの活用について市民参加手続き（ワークショップ）が行われています。
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▽
日
曜
納
税
窓
口　
〔
日
時
〕　

日
掌

２５

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

▽
夜
間
納
税
窓
口　
〔
日
時
〕　

日
昭

２９

午
後
８
時
ま
で

　

な
お
、
平
成　

年
度
国
民
健
康
保

２４

険
税
（
第
５
期
分
）
は　

月　

日
晶

１１

３０

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
納
税
課

 
〔
日
時
〕　

月　

日
掌
午
前
９
時
〜

１２

１６

正
午
※
今
後
も
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー

等
で
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

〔
会
場
〕
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
中
学
生
以
上
の
方

〔
定
員
〕
先
着　

人
２０

〔
内
容
〕
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
な
ど
の
講
習
と
実
技

※
講
習
を
終
了
し
た
方
に
は
修
了
証

を
交
付
し
ま
す
。

〔
講
師
〕
狛
江
市
消
防
団
員

〔
参
加
費
〕
１
埀
４
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１１

　

日
捷
か
ら
安
心
安
全
課
へ
。

１９
 　

就
学
支
援
シ
ー
ト
は
、
家
庭
、
幼

稚
園
、
保
育
園
、
療
育
機
関
、
医
療

機
関
等
か
ら
子
ど
も
の
行
動
や
成
長

の
留
意
点
を
小
学
校
に
引
き
継
ぎ
、

就
学
後
の
学
校
生
活
を
よ
り
適
切
に

　

月
の
日
曜
・
夜
間
納
税
窓

１１口
〜
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
〜

普
通
救
命
講
習
会

就
学
支
援
シ
ー
ト
を
ご
活
用

く
だ
さ
い

行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
４
月
に
小
学
校
に
入
学

２５

す
る
子
ど
も
の
成
長
等
に
不
安
が
あ

り
、
事
前
に
状
況
を
学
校
に
伝
え
た

い
方
は
、
学
校
教
育
課
窓
口
で
配
布

し
て
い
る
就
学
支
援
シ
ー
ト
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課
学
事

給
食
係

 　
　

月　

日
昇
午
前
８
時　

分
か
ら

１１

２０

３０

正
午
ご
ろ
ま
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕中
央
図
書
館
察（
３

４
８
８
）
４
４
１
４

 
〔
日
程
〕　

月　

日
昌

１１

２１

〔
時
間
〕
▽
午
前
の
部　
　

時
〜
正

１０

午
▽
午
後
の
部　

１
時　

分
〜
４
時

３０

▽
夜
間
の
部　

７
時
〜
９
時

〔
内
容
〕
無
担
保
・
無
保
証
人
・
保

証
協
会
の
保
証
不
要
な
マ
ル
経
融
資

等
の
公
的
資
金
の
相
談
会

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

狛
江
市
商
工
会
察
（
３
４
８
９
）
０

１
７
８
へ
。

 
〔
日
程
〕　

月
３
日
捷
・
４
日
昇
・

１２

６
日
昭
・
７
日
晶

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
〕
午
後
１
時　

分
〜
４
時　

３０

３０

分

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
い
ま
す

年
末
公
的
融
資
相
談
会

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書

や
消
費
税
・
地
方
消
費
税
申

告
書
の
書
き
方
説
明
会

〔
持
ち
物
〕
筆
記
用
具

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
武
蔵
府
中

税
務
署
察
０
４
２
（
３
６
２
）
４
７

１
１

 
恭
狛
江
市
個
人
情
報
保
護
審
議
会

〔
日
時
〕　

月　

日
昇
午
後
２
時
か

１１

２０

ら〔
会
場
〕
３
階
市
議
会
第
一
委
員
会

室〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
企
画
法
制

担
当

恭
第
７
回
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民

協
働
に
関
す
る
審
議
会

〔
日
時
〕　

月　

日
昌
午
後
７
時
か

１１

２８

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
案
件
〕
市
民
参
加
と
市
民
協
働
に

関
す
る
総
合
的
評
価
に
つ
い
て
、
他

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
協
働
調
整

担
当

恭
第
４
回
狛
江
市
生
活
安
全
対
策
協

議
会

〔
日
時
〕　

月　

日
昭
午
後
３
時
か

１１

２９

ら〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
案
件
〕
防
犯
施
策
等
に
つ
い
て

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

恭
第
６
回
社
会
教
育
委
員
の
会
議

〔
日
時
〕　

月　

日
昌
午
後
７
時
か

１１

２１

ら〔
会
場
〕
３
０
１
会
議
室

〔
案
件
〕
学
校
開
放
に
つ
い
て
、
他

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係

　

中
学
校
修
了
前
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
家
庭
、
ひ
と
り
親
家
庭
や

障
が
い
児
の
い
る
家
庭
に
対
し
、
各

種
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
だ
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方

は
早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
場
合
は
、
申
請
し
た

月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
書
類
は
各
家
庭
の

状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
子
育
て
支
援
課
手

当
助
成
係

◆
児
童
手
当
・
特
例
給
付

〔
対
象
〕
中
学
校
修
了
前
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
方

〔
手
当
（
月
額
）〕
子
ど
も
１
人
に
つ

き▽
０
歳
〜
３
歳
未
満　

１
万
５
埀
０

０
０
円

▽
３
歳
〜
小
学
生
（　

歳
到
達
後
、

１２

最
初
の
３
月　

日
ま
で
）　

第
一
子
・

３１

第
二
子　

１
万
円
、
第
三
子
以
降　

１
万
５
埀
０
０
０
円

▽
中
学
生
（　

歳
到
達
後
、
最
初
の

１５

３
月　

日
ま
で
）　

１
万
円

３１

※
所
得
限
度
額
を
超
え
る
方
は
５
埀

０
０
０
円

〔
支
給
月
〕
２
月
・
６
月
・　

月
１０

◆
児
童
育
成
手
当

■
育
成
手
当

〔
対
象
〕　

歳
に
な
っ
た
日
以
降
の

１８

最
初
の
３
月　

日
ま
で
の
間
で
、
次

３１

の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
児
童
を

養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
ま
た

は
養
育
者

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

▽
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

▽
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る

▽
父
ま
た
は
母
が
保
護
命
令
を
受
け

て
い
る

▽
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
１
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

▽
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生

〔
手
当
〕
月
額
１
万
３
埀
５
０
０
円

〔
支
給
月
〕
２
月
・
６
月
・　

月
１０

■
障
害
手
当

〔
対
象
〕　

歳
未
満
で
心
身
に
障
が

２０

い
が
あ
り
、
そ
の
程
度
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方

▽
愛
の
手
帳
１
〜
３
度
程
度

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
程
度

▽
脳
性
マ
ヒ
ま
た
は
進
行
性
筋
萎
縮

症
〔
手
当
〕
月
額
１
万
５
埀
５
０
０
円

〔
支
給
月
〕
２
月
・
６
月
・　

月
１０

◆
児
童
扶
養
手
当

〔
対
象
〕　

歳
に
な
っ
た
日
以
降
の

１８

最
初
の
３
月　

日
ま
で
の
間
（　

歳

３１

２０

未
満
で
中
度
以
上
の
障
が
い
を
有
す

る
児
童
を
含
む
）
で
次
の
い
ず
れ
か

の
状
態
に
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
ま
た
は
養
育
者

（
公
的
年
金
受
給
者
は
除
く
）

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

▽
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

▽
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る

▽
父
ま
た
は
母
が
保
護
命
令
を
受
け

て
い
る

▽
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
１
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

▽
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生

〔
手
当
（
月
額
）〕

▽
第
一
子　

９
埀
７
８
０
円
〜
４
万

１
埀
４
３
０
円
（
所
得
に
よ
り
決
定
）

▽
第
二
子　

５
埀
０
０
０
円
を
加
算

▽
第
三
子
以
降　

３
埀
０
０
０
円
を

加
算

〔
支
給
月
〕
４
月
・
８
月
・　

月
１２

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

〔
対
象
〕　

歳
未
満
で
次
の
い
ず
れ

２０

か
の
状
態
に
あ
る
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
（
施
設
入
所
ま
た
は
児
童
が

重
度
の
障
が
い
を
理
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）

敢
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
程
度

お
よ
び
愛
の
手
帳
１
・
２
度
程
度（
重

度
障
害
）

柑
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
程
度
お
よ

び
愛
の
手
帳
３
度
程
度（
中
度
障
害
）

桓
敢
ま
た
は
柑
と
同
程
度
の
疾
病
も

し
く
は
精
神
の
障
が
い
・
発
達
の
障

が
い
の
あ
る
方
（
障
が
い
の
程
度
に

よ
り
指
定
の
診
断
書
の
提
出
が
必
要

で
す
）

〔
手
当
（
月
額
）〕

▽
重
度
障
害　

５
万
４
０
０
円

▽
中
度
障
害　

３
万
３
埀
５
７
０
円

〔
支
給
月
〕
４
月
・
８
月
・　

月
１１

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各
種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種
児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童
ののののののののののののののののののののののののののののの
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手

各
種
児
童
の
手
当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

ご
存
じ
で
す
か

■所得限度額表（政令控除８万円控除後）

特別児童
扶養手当

（扶養義務者）

特別児童
扶養手当

（申請者本人）

児童扶養手当
（扶養義務者）

児童扶養手当
（申請者本人）

育成手当・
障害手当

児童手当・
特例給付

扶養親族
等の数

６２８万７，０００円４５９万６，０００円２３６万円１９２万円３６０万４，０００円６２２万円０人

６５３万６，０００円４９７万６，０００円２７４万円２３０万円３９８万４，０００円６６０万円１人

６７４万９，０００円５３５万６，０００円３１２万円２６８万円４３６万４，０００円６９８万円２人

１人につき
２１万３，０００円
ずつ加算

１人につき３８万円ずつ加算３人以上

※本人で確認する場合の目安となります。正式な審査は、申請後に行います。

※ここでいう所得とは、地方税法における市町村民税の対象となる平成２４年度（平成２３年中）の
申請者本人（児童扶養手当・特別児童扶養手当については申請者本人と扶養義務者それぞれ）
の所得をいいます。給与所得の方は源泉徴収票の「給与所得控除後の金額」、自営業者などで確
定申告している方は確定申告書の「所得金額合計」を指します。平成２５年度（平成２４年分）所
得で判定する時期は、各種手当で異なります。

※医療費控除などの控除を受けた場合は、それぞれの金額が控除されます（医療費控除の他にも
法令で細かく規定されています）。

行政けいじばん 
 
１１月の日曜・夜間納税窓口～税の納め忘れはありませんか～ 
 
▽日曜納税窓口　〔日時〕２５日(日)午前８時３０分～午後５時 
▽夜間納税窓口　〔日時〕２９日(木)午後８時まで 
　なお、平成２４年度国民健康保険税（第５期分）は１１月３０日(金)までに納めてください。 
※納付は便利で納め忘れのない口座振替をご活用ください。 
〔会場・問い合わせ〕納税課 
 
普通救命講習会 
 
〔日時〕１２月１６日(日)午前９時～正午※今後も、各地域センター等で開催していきます。 
〔会場〕岩戸地域センター 
〔対象〕市内在住・在学・在勤の中学生以上の方 
〔定員〕先着２０人 
〔内容〕心肺蘇生法やＡＥＤの使用方法などの講習と実技 
※講習を終了した方には修了証を交付します。 
〔講師〕狛江市消防団員 
〔参加費〕１,４００円（テキスト代） 
〔申し込み・問い合わせ〕１１月１９日(月)から安心安全課へ。 
 
就学支援シートをご活用ください 
 
　就学支援シートは、家庭、幼稚園、保育園、療育機関、医療機関等から子どもの行動や成長の留意点を小学校に引き継ぎ、就学後の学校生活をより適切に行うためのものです。 
　平成２５年４月に小学校に入学する子どもの成長等に不安があり、事前に状況を学校に伝えたい方は、学校教育課窓口で配布している就学支援シートをご活用ください。 
〔問い合わせ〕学校教育課学事給食係 
 
図書館システムのメンテナンスを行います 
 
　１１月２０日(火)午前８時３０分から正午ごろまでホームページにアクセスできない場合があります。 
　不便をお掛けしますが、理解と協力をお願いします。 
〔問い合わせ〕中央図書館　電話（３４８８）４４１４ 
 
年末公的融資相談会 
 
〔日程〕１１月２１日(水) 
〔時間〕▽午前の部　１０時～正午▽午後の部　１時３０分～４時▽夜間の部　７時～９時 
〔内容〕無担保・無保証人・保証協会の保証不要なマル経融資等の公的資金の相談会 
〔会場・申し込み・問い合わせ〕狛江市商工会　電話（３４８９）０１７８へ。 
 
所得税の青色申告決算書や消費税・地方消費税申告書の書き方説明会 
 
〔日程〕１２月３日(月)・４日(火)・６日(木)・７日(金) 
※車での来場はご遠慮ください。 
〔時間〕午後１時３０分～４時３０分 
〔持ち物〕筆記用具 
〔会場・問い合わせ〕武蔵府中税務署　電話０４２（３６２）４７１１ 
 
審議会等の公開 
 
■狛江市個人情報保護審議会 
〔日時〕１１月２０日(火)午後２時から 
〔会場〕３階市議会第一委員会室 
〔問い合わせ〕政策室企画法制担当 
■第７回狛江市市民参加と市民協働に関する審議会 
〔日時〕１１月２８日(水)午後７時から 
〔会場〕５０２・５０３会議室 
〔案件〕市民参加と市民協働に関する総合的評価について、他 
〔問い合わせ〕政策室協働調整担当 
■第４回狛江市生活安全対策協議会 
〔日時〕１１月２９日(木)午後３時から 
〔会場〕狛江市役所小田急線高架下分室１０３・１０４会議室 
〔案件〕防犯施策等について 
〔問い合わせ〕安心安全課 
■第６回社会教育委員の会議 
〔日時〕１１月２１日(水)午後７時から 
〔会場〕３０１会議室 
〔案件〕学校開放について、他 
〔問い合わせ〕社会教育課社会教育係 
 
 
 
ご存じですか各種児童の手当 
 
　中学校修了前の子どもを養育している家庭、ひとり親家庭や障がい児のいる家庭に対し、各種手当を支給します。 
　まだ手当を受給していない方は早めに申請をしてください。 
　対象となる場合は、申請した月の翌月分から支給となります。 
　申請に必要な書類は各家庭の状況により異なりますので、詳細はお問い合わせください。 
〔問い合わせ〕子育て支援課手当助成係 
◆児童手当・特例給付 
〔対象〕中学校修了前の子どもを養育している方 
〔手当（月額）〕子ども１人につき 
▽０歳～３歳未満　１万５,０００円 
▽３歳～小学生（１２歳到達後、最初の３月３１日まで）　第一子・第二子　１万円、第三子以降　１万５,０００円 
▽中学生（１５歳到達後、最初の３月３１日まで）　１万円 
※所得限度額を超える方は５,０００円 
〔支給月〕２月・６月・１０月 
◆児童育成手当 
■育成手当 
〔対象〕１８歳になった日以降の最初の３月３１日までの間で、次のいずれかの状態にある児童を養育しているひとり親家庭または養育者 
▽父または母が死亡 
▽父母が離婚 
▽父または母が重度の障がい 
▽父または母が生死不明 
▽父または母に１年以上遺棄されている 
▽父または母が保護命令を受けている 
▽父または母が法令により１年以上拘禁されている 
▽婚姻によらないで出生 
〔手当〕月額１万３,５００円 
〔支給月〕２月・６月・１０月 
■障害手当 
〔対象〕２０歳未満で心身に障がいがあり、その程度が次のいずれかに該当する児童を養育している方 
▽愛の手帳１～３度程度 
▽身体障害者手帳１・２級程度 
▽脳性マヒまたは進行性筋萎縮症 
〔手当〕月額１万５,５００円 
〔支給月〕２月・６月・１０月 
◆児童扶養手当 
〔対象〕１８歳になった日以降の最初の３月３１日までの間（２０歳未満で中度以上の障がいを有する児童を含む）で次のいずれかの状態にある児童を養育しているひとり親家庭または養育者（公的年金受給者は除く） 
▽父または母が死亡 
▽父母が離婚 
▽父または母が重度の障がい 
▽父または母が生死不明 
▽父または母に１年以上遺棄されている 
▽父または母が保護命令を受けている 
▽父または母が法令により１年以上拘禁されている 
▽婚姻によらないで出生 
〔手当（月額）〕 
▽第一子　９,７８０円～４万１,４３０円（所得により決定） 
▽第二子　５,０００円を加算 
▽第三子以降　３,０００円を加算 
〔支給月〕４月・８月・１２月 
◆特別児童扶養手当 
〔対象〕２０歳未満で次のいずれかの状態にある児童を養育している方（施設入所または児童が重度の障がいを理由とする公的年金を受けている方は除く） 
(1)身体障害者手帳１・２級程度および愛の手帳１・２度程度（重度障害） 
(2)身体障害者手帳３級程度および愛の手帳３度程度（中度障害） 
(3)(1)または(2)と同程度の疾病もしくは精神の障がい・発達の障がいのある方（障がいの程度により指定の診断書の提出が必要です） 
〔手当（月額）〕 
▽重度障害　５万４００円 
▽中度障害　３万３,５７０円 
〔支給月〕４月・８月・１１月 
 
■所得限度額表（政令控除８万円控除後） 
扶養親族等の数　児童手当・ 
特例給付　育成手当・ 
障害手当　児童扶養手当 
（申請者本人）　児童扶養手当 
（扶養義務者）　特別児童 
扶養手当 
（申請者本人）　特別児童 
扶養手当 
（扶養義務者） 
０人　６２２万円　３６０万４，０００円　１９２万円　２３６万円　４５９万６，０００円　６２８万７，０００円 
１人　６６０万円　３９８万４，０００円　２３０万円　２７４万円　４９７万６，０００円　６５３万６，０００円 
２人　６９８万円　４３６万４，０００円　２６８万円　３１２万円　５３５万６，０００円　６７４万９，０００円 
３人以上　１人につき３８万円ずつ加算　１人につき 
２１万３，０００円 
ずつ加算 
※本人で確認する場合の目安となります。正式な審査は、申請後に行います。 
※ここでいう所得とは、地方税法における市町村民税の対象となる平成２４年度（平成２３年中）の申請者本人（児童扶養手当・特別児童扶養手当については申請者本人と扶養義務者それぞれ）の所得をいいます。給与所得の方は源泉徴収票の「給与所得控除後の金額」、自営業者などで確定申告している方は確定申告書の「所得金額合計」を指します。平成２５年度（平成２４年分）所得で判定する時期は、各種手当で異なります。 
※医療費控除などの控除を受けた場合は、それぞれの金額が控除されます（医療費控除の他にも法令で細かく規定されています）。



過　広報こまえ　平成 ⚒⚔ 年（⚒⚐⚑⚒ 年）⚑⚑ 月 ⚑⚕ 日

広報こまえは市ホームページでもご覧になれます。トップページのお役立ち情報にある「広報こまえ」をクリックしてください。
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ỏ
栄
養
士
ỏ
歯
科
衛
生

士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
Ố

ờ
日
時
Ở　

月　

日
捷
午
前　

時
Ỗ

⚑⚑

⚒⚖

⚑⚐

　

時　

分
ờ
会
場
Ở
子
ど
も
家
庭
支

⚑⚑

⚓⚐

援
セ
ン
タ
ồ
ờ
持
ち
物
Ở
母
子
健
康

手
帳

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
健
康
推
進
課
ớ
あ

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ồ
Ờ
察
ớ
⚓
⚔
⚘

⚘
Ờ
⚑
⚑
⚘
⚑

 
■
⚑
歳
⚖
カ
月
児
健
康
診
査

ờ
日
時
Ở　

月
⚓
日
捷
受
付
時
間
は

⚑⚒

午
後
⚑
時
Ỗ
⚑
時　

分
ờ
対
象
Ở
平

⚓⚐

成　

年
⚕
月
生
ま
れ
の
幼
児
ờ
持
ち

⚒⚓
物
Ở
母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保

険
証
・
現
在
使
ỳ
て
い
る
幼
児
の
歯

ブ
ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診

票
を
送
付
し
て
い
ま
す
Ố

ờ
会
場
・
問
い
合
わ
せ
Ở
健
康
推
進

課
ớ
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ồ
Ờ
察

ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ
⚑
⚑
⚘
⚑

■
⚓
歳
児
健
康
診
査

ờ
日
時
Ở　

月　

日
昭
受
付
時
間
は

⚑⚒

⚑⚓

午
後
⚑
時
Ỗ
⚑
時　

分
ờ
対
象
Ở
平

⚓⚐

成　

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児
ờ
持
ち

⚒⚑

⚑⚑

物
Ở
母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目

と
耳
の
ア
ン
ケ
ồ
ト
・
尿
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
Ố

ờ
会
場
・
問
い
合
わ
せ
Ở
健
康
推
進

課
ớ
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ồ
Ờ
察

ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ
⚑
⚑
⚘
⚑

■
妊
婦
歯
科
健
診

ờ
日
時
Ở　

月　

日
晶
受
け
付
け
は

⚑⚒

⚒⚑

午
後
⚑
時
か
ら
ớ
⚓
時　

分
終
了
予

⚓⚐

定
Ờờ
対
象
Ở
妊
娠
中
期
の
方
ờ
内

容
Ở
歯
科
健
診
・
ブ
ラ
ỽ
シ
ン
グ
指

導
ờ
持
ち
物
Ở
母
子
健
康
手
帳
・
歯

ブ
ラ
シ
・
コ
ỽ
プ
・
手
鏡
・
筆
記
用

具

ờ
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở

健
康
推
進
課
ớ
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ

ồ
Ờ
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ
⚑
⚑
⚘
⚑
へ
Ố

 
■
健
康
づ
く
り
講
演
会
ủ
た
め
し
て

ガ
ỽ
テ
ン
流
Ỗ
何
と
か
し
よ
う
！
コ

レ
ス
テ
ロ
ồ
ル
Ỗ
Ứ

ờ
日
時
Ở　

月　

日
昇
午
後
⚒
時
Ỗ

⚑⚒

⚑⚑

⚔
時
ờ
定
員
Ở　

人
ờ
講
師
Ở
北
折

⚖⚐

一
さ
ん
ớ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
科
学
・
環
境
番
組

部
専
任
デ
ỹ
レ
ク
タ
ồ
Ờ

ờ
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở

健
康
推
進
課
ớ
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ

ồ
Ờ
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ
⚑
⚑
⚘
⚑
へ
Ố

■
む
し
歯
予
防
教
室

　

む
し
歯
予
防
に
つ
い
て
ỏ
歯
科
衛

生
士
・
栄
養
士
が
お
話
を
し
ま
す
Ố

ờ
対
象
・
日
程
Ở
▽
⚑
歳
児
か
ら
⚑

歳
⚖
カ
月
児
ま
で
の
保
護
者　
　

月
⚑⚒

　

日
昌
▽
⚑
歳
⚗
カ
月
児
か
ら
⚒
歳

⚑⚙児
の
保
護
者　
　

月　

日
昭ờ
時
間
Ở

⚑⚒

⚒⚐

受
付
時
間
は
午
前
⚙
時　

分
Ỗ　

時

⚕⚕

⚑⚐

ớ　

時
終
了
予
定
Ờờ
定
員
Ở
各
日　

⚑⚑

⚑⚕

人
ờ
持
ち
物
Ở
母
子
健
康
手
帳
・
黒

イ
ン
ク
の
ボ
ồ
ル
ペ
ン
・
子
ど
も
が

使
ỳ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ

ờ
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở

健
康
推
進
課
ớ
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ

ồ
Ờ
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ
⚑
⚑
⚘
⚑
へ
Ố

■
マ
マ
パ
パ
学
級

　

現
在
第
一
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

　

市
民
ま
つ
り
の
ル
ồ
ツ
を
訪
ね
て

　

太
平
洋
戦
争
が
終
わ
り
世
の
中
が

落
ち
着
く
に
つ
れ
ỏ
狛
江
村
内
に
は

女
性
問
題
研
究
所
ỏ
狛
江
文
化
会
ỏ

カ
ナ
リ
ヤ
童
謡
会
ỏ
青
空
童
踊
会
ỏ

ラ
ジ
オ
同
好
会
ỏ
狛
江
農
芸
文
化
同

人
会
ỏ
狛
江
青
年
文
化
会
ỏ
花
柳
勢

華
舞
踊
研
究
会
な
ど
ỏ
文
化
的
活
動

を
営
む
団
体
が
設
立
さ
れ
て
活
動
を

開
始
し
た
Ố

　

昭
和　

年
⚘
月
ỏ
そ
れ
ら
の
団
体

⚒⚒

が
ủ
狛
江
文
化
連
盟
Ứ
を
結
成
し
ỏ

そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
ỏ

講
演
会
ỏ
研
究
会
ỏ
発
表
会
ỏ
音
楽
ỏ

芸
能
な
ど
文
化
活
動
を
盛
ん
に
行
う

こ
と
に
し
た
Ố
中
で
も
昭
和　

年
⚕

⚒⚒

月
⚓
日
の
憲
法
記
念
日
に
発
足
し
た

狛
江
青
年
文
化
会
で
は
ỏ
新
憲
法
研

究
の
た
め
の
講
演
会
を
開
い
た
り
ỏ

連
合
国
軍
最
高
司
令
部
か
ら
借
り
て

き
た
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ỏ
民
主
主
義

思
想
を
広
め
る
た
め
の
活
動
を
し
て

い
た
Ố

　

ま
た
ỏ
昭
和　

年　

月
⚓
日
に
結

⚒⚐

⚑⚑

成
さ
れ
た
狛
江
村
青
年
団
で
は
ỏ
夜

間
に
小
学
校
の
校
庭
で
映
画
会
を
行

ỳ
た
り
ỏ
盆
踊
り
ỏ
の
ど
自
慢
大
会

な
ど
を
積
極
的
に
行
い
ỏ
敗
戦
後
の

暗
い
雰
囲
気
を
な
く
す
よ
う
に
頑
張

ỳ
た
Ố
そ
し
て
社
会
奉
仕
に
も
一
生

懸
命
だ
ỳ
た
Ố
そ
う
い
う
営
み
の
中

か
ら
農
業
改
善
の
試
み
と
し
て
ỏ
昭

和　

年
秋
に
行
わ
れ
た
第
⚑
回
文
化

⚒⚔
展
覧
会
ớ
狛
江
町
役
場
主
催
Ờ
で
は
ỏ

狛
江
村
農
業
協
同
組
合
の
下
で
農
産

物
の
品
評
会
を
行
い
ỏ
翌
年
か
ら
は

そ
れ
を
青
年
団
が
引
き
継
ぎ
ỏ
審
査

を
し
た
り
ỏ
展
示
後
の
販
売
も
行
ỳ

て
い
た
Ố

　

昭
和　

年
に
開
設
さ
れ
た
青
年
学

⚒⚘

級
で
は
ỏ
国
語
ỏ
社
会
ỏ
和
裁
・
洋

裁
ỏ
茶
道
ỏ
華
道
な
ど
の
授
業
の
他
ỏ

楽
し
み
と
し
て
の
フ
Ỽ
ồ
ク
ダ
ン
ス

が
盛
ん
に
踊
ら
れ
て
い
た
Ố

　

そ
う
し
た
中
で
ỏ
そ
れ
ら
の
活
動

を
一
つ
に
ま
と
め
よ
う
と
ỏ
昭
和　
⚓⚖

年
に
は
ỏ
第
⚑
回
ủ
狛
江
町
文
化
祭
Ứ

が
教
育
委
員
会
と
参
加
各
団
体
の
主

催
で
行
わ
れ
た
Ố

　

こ
の
と
き
の
文
化
祭
で
は
ỏ
社
会

教
育
関
係
諸
団
体
の
作
品
ớ
書
道
ỏ

華
道
ỏ
手
芸
ỏ
写
真
ỏ
盆
栽
な
ど
Ờ

や
活
動
状
況
ỏ
学
習
成
果
の
展
示
ỏ

農
業
協
同
組
合
と
青
年
団
に
よ
る
農

産
物
品
評
会
と
即
売
会
の
他
ỏ
狛
江

町
商
工
会
が
町
内
の
商
店
・
工
場
の

製
品
を
展
示
す
る
製
品
展
示
会
ỏ
狛

江
町
菊
花
会
に
よ
る
菊
花
展
ỏ
婦
人

会
ỏ
ボ
ồ
イ
ス
カ
ウ
ト
ỏ
ガ
ồ
ル
ス

カ
ウ
ト
に
よ
る
バ
ザ
ồ
ỏ
模
擬
店
ỏ

各
団
体
の
有
志
出
演
に
よ
る
舞
踊
ỏ

音
楽
な
ど
の
芸
能
祭
が
加
わ
り
ỏ
芸

能
祭
終
了
後
に
は
フ
Ỽ
ồ
ク
ダ
ン
ス

を
踊
ỳ
て
み
ん
な
で
楽
し
ん
だ
Ố
ま

た
こ
の
と
き
の
作
品
展
は
個
人
の
参

加
も
歓
迎
さ
れ
て
い
た
Ố

　

そ
の
後
ỏ
昭
和　

年
の
勤
労
感
謝

⚕⚒

の
日
に
ỏ
市
民
セ
ン
タ
ồ
の
開
館
式

と
同
時
に
開
催
さ
れ
て
ỏ名
称
もủ
市

民
ま
つ
り
Ứ
と
な
ỳ
た
Ố
そ
し
て
み

こ
し
や
は
や
し
ỏ
山
車
な
ど
も
参
加

し
て
盛
大
に
パ
レ
ồ
ド
が
行
わ
れ
た
Ố

　

ま
た
ỏ
こ
の
年
は
ủ
市
の
歌
Ứỏ

ủ
市
の
音
頭
Ứ
が
で
き
た
こ
と
も
あ

ỳ
て
ỏ
同
日
ỏ
福
祉
会
館
で
発
表
会

が
行
わ
れ
て
い
る
Ố

　

そ
れ
以
後
ỏ
川
口
町
や
小
菅
村
な

ど
友
好
都
市
の
参
加
も
加
わ
り
ỏ
今

に
至
ỳ
て
い
る
Ố

　
　

井　

上　
　

孝

ớ
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
Ờ

－その　⚒⚒⚔　－

ờ
日
時
Ở　

月　

日
昌
受
付
時
間
は

⚑⚒

⚑⚒

午
後
⚑
時
Ỗ
⚑
時　

分
ớ
⚓
時
終
了

⚑⚐

予
定
Ờ

ờ
対
象
Ở
生
後
⚗
・
⚘
カ
月
児
の
保

護
者

ờ
定
員
Ở
先
着　

人
ớ　

人
ま
で
保

⚒⚐

⚑⚐

育
あ
り
Ờ

ờ
内
容
Ở
離
乳
食
に
つ
い
て
の
話
と

試
食
ỏ
グ
ル
ồ
プ
ワ
ồ
ク

ờ
持
ち
物
Ở
筆
記
用
具

※
保
育
を
希
望
す
る
方
は
ỏ
バ
ス
タ

オ
ル
・
乳
児
の
飲
み
物
な
ど
を
お
待

ち
く
だ
さ
い
Ố

ờ
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở

健
康
推
進
課
ớ
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ

ồ
Ờ
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ
⚑
⚑
⚘
⚑
へ
Ố

育育育育育育育育育育育育育育
児児児児児児児児児児児児児児
教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室
ủủủủủủủủủủủủủủ
もももももももももももももも
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
もももももももももももももも
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
学学学学学学学学学学学学学学
級級級級級級級級級級級級級級

育
児
教
室
ủ
も
ぐ
も
ぐ
学
級
ỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨỨ

　

⚙
月
⚑
日
か
ら
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
が
定
期
予
防
接
種
と
し

て
導
入
さ
れ
ま
し
た
Ố

　

合
計
⚔
回
の
接
種
の
う
ち
ỏ
初

回
接
種
⚓
回
の
み
定
期
接
種
で
し

た
が
ỏ　

月　

日
か
ら
追
加
接
種

⚑⚐

⚒⚓

も
定
期
接
種
と
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　

追
加
接
種
は
ỏ
初
回
接
種
⚓
回

終
了
後
⚖
カ
月
以
上
の
間
隔
を
空

け
て
く
だ
さ
い
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở健
康
推
進
課ớ
あ

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ồ
Ờ
察
ớ
⚓
⚔

⚘
⚘
Ờ
⚑
⚑
⚘
⚑

■標準的な接種スケジュール
〔対象〕生後⚓カ月～⚙⚐カ月の子ども

接種間隔接種回数

⚓週～⚘週空ける

初回接種（⚑回目）

初回接種（⚒回目）

初回接種（⚓回目）

初回⚓回目から⚖カ月
以上空ける追加接種

Ỗ
生
後
7
・
8
カ
月
児
の
離
乳
食
Ỗ

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ンớ
追
加
接

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ンớ
追
加
接
種種
ỜỜ

が
定
期
予
防
接
種
に
な
り
ま
し

が
定
期
予
防
接
種
に
な
り
ま
し
たた

3

5

4

6

77777777777777777

77777777777777777

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

　

適
正
管
理
の
推
進
に
よ
り
ỏ
飼

い
主
の
い
な
い
猫
の
数
や
近
隣
の

猫
ト
ラ
ブ
ル
の
減
少
を
目
指
し
て

い
ま
す
Ố
不
妊
去
勢
手
術
の
実
施
ỏ

㕒
や
り
の
ル
ồ
ル
作
り
ỏ
ふ
ん
尿

の
清
掃
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
Ố

　

地
域
ね
こ
活
動
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
窓
口
で
配
布
し
て
い

る
他
ỏ
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
か
ら
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
Ố
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở健
康
推
進
課ớ
あ

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ồ
Ờ
察
ớ
⚓
⚔

⚘
⚘
Ờ
⚑
⚑
⚘
⚑

地
域
地
域
ね
こ
ね
こ
活
動
活
動
をを
市
民
協
働

市
民
協
働
でで

取

　
　
　
　
　

取
りり
組組
ん
で
い
ま

ん
で
い
ま
すす

健康と衛生 
 
 
健康診査 
 
■１歳６カ月児健康診査 
〔日時〕１２月３日(月)受付時間は午後１時～１時３０分〔対象〕平成２３年５月生まれの幼児〔持ち物〕母子健康手帳・問診票・保険証・現在使っている幼児の歯ブラシ※対象者には個別に問診票を送付しています。 
〔会場・問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１ 
 
■３歳児健康診査 
〔日時〕１２月１３日(木)受付時間は午後１時～１時３０分〔対象〕平成２１年１１月生まれの幼児〔持ち物〕母子健康手帳・問診票・目と耳のアンケート・尿・保険証※対象者には個別に問診票を送付しています。 
〔会場・問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１ 
 
■妊婦歯科健診 
〔日時〕１２月２１日(金)受け付けは午後１時から（３時３０分終了予定）〔対象〕妊娠中期の方〔内容〕歯科健診・ブラッシング指導〔持ち物〕母子健康手帳・歯ブラシ・コップ・手鏡・筆記用具 
〔会場・申し込み・問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１へ。 
 
 
教室 
 
■健康づくり講演会「ためしてガッテン流～何とかしよう！コレステロール～」 
〔日時〕１２月１１日(火)午後２時～４時〔定員〕６０人〔講師〕北折一さん（ＮＨＫ科学・環境番組部専任ディレクター） 
〔会場・申し込み・問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１へ。 
 
■むし歯予防教室 
　むし歯予防について、歯科衛生士・栄養士がお話をします。 
〔対象・日程〕▽１歳児から１歳６カ月児までの保護者　１２月１９日(水)▽１歳７カ月児から２歳児の保護者　１２月２０日(木)〔時間〕受付時間は午前９時５５分～１０時（１１時終了予定）〔定員〕各日１５人〔持ち物〕母子健康手帳・黒インクのボールペン・子どもが使っている歯ブラシ 
〔会場・申し込み・問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１へ。 
 
■ママパパ学級 
　現在第一子妊娠中のお母さん・お父さんのための講座です。 
〔内容〕▽１回目　妊娠中の生活・家族計画、妊婦体操▽２回目　先輩ママの話「赤ちゃんのいる生活」、妊娠中の食事・食事バランスチェック、赤ちゃんとママパパのためのサービス▽３回目　赤ちゃんの沐浴・おむつ交換、パパのための妊婦体験、育児の話とほのぼのふれあいなど 
〔会場・申し込み・問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１へ。 
 
 
健康相談 
 
■フロアー健康相談 
　自分や家族の健康のこと、食事や子育てのことなどを保健師・管理栄養士・歯科衛生士等が相談に応じます。 
〔日時〕１１月３０日(金)午前９時３０分～１１時３０分 
〔会場・問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１ 
 
■育児相談～子どもの身長、体重も測れます～ 
　育児に関する悩み、お母さん自身の心や体のことなどを保健師、助産師、栄養士、歯科衛生士等が相談に応じます。 
〔日時〕１１月２６日(月)午前１０時～１１時３０分〔会場〕子ども家庭支援センター〔持ち物〕母子健康手帳 
〔問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１ 
 
 
地域ねこ活動を市民協働で取り組んでいます 
 
　適正管理の推進により、飼い主のいない猫の数や近隣の猫トラブルの減少を目指しています。不妊去勢手術の実施、■（餌-異体字）やりのルール作り、ふん尿の清掃などにご協力ください。 
　地域ねこ活動に関するガイドラインを窓口で配布している他、市ホームページからもご覧になれます。ぜひご活用ください。 
〔問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１ 
 
 
育児教室「もぐもぐ学級」～生後7・8カ月児の離乳食～ 
 
〔日時〕１２月１２日(水)受付時間は午後１時～１時１０分（３時終了予定） 
〔対象〕生後７・８カ月児の保護者 
〔定員〕先着２０人（１０人まで保育あり） 
〔内容〕離乳食についての話と試食、グループワーク 
〔持ち物〕筆記用具 
※保育を希望する方は、バスタオル・乳児の飲み物などをお待ちください。 
〔会場・申し込み・問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１へ。 
 
 
不活化ポリオワクチン（追加接種）が定期予防接種になりました 
 
　９月１日から不活化ポリオワクチンが定期予防接種として導入されました。 
　合計４回の接種のうち、初回接種３回のみ定期接種でしたが、１０月２３日から追加接種も定期接種となっています。 
　追加接種は、初回接種３回終了後６カ月以上の間隔を空けてください。 
〔問い合わせ〕健康推進課（あいとぴあセンター）　電話（３４８８）１１８１ 
 
 
■標準的な接種スケジュール 
〔対象〕生後３カ月～９０カ月の子ども 
接種回数　接種間隔 
初回接種（１回目）　３週～８週空ける 
初回接種（２回目） 
初回接種（３回目） 
追加接種　初回３回目から６カ月以上空ける 
 
 
今はむかしーその２２４ー 
 
　市民まつりのルーツを訪ねて 
　太平洋戦争が終わり世の中が落ち着くにつれ、狛江村内には女性問題研究所、狛江文化会、カナリヤ童謡会、青空童踊会、ラジオ同好会、狛江農芸文化同人会、狛江青年文化会、花柳勢華舞踊研究会など、文化的活動を営む団体が設立されて活動を開始した。 
　昭和２２年８月、それらの団体が「狛江文化連盟」を結成し、それぞれが連携を取りながら、講演会、研究会、発表会、音楽、芸能など文化活動を盛んに行うことにした。中でも昭和２２年５月３日の憲法記念日に発足した狛江青年文化会では、新憲法研究のための講演会を開いたり、連合国軍最高司令部から借りてきたパネルを展示し、民主主義思想を広めるための活動をしていた。 
　また、昭和２０年１１月３日に結成された狛江村青年団では、夜間に小学校の校庭で映画会を行ったり、盆踊り、のど自慢大会などを積極的に行い、敗戦後の暗い雰囲気をなくすように頑張った。そして社会奉仕にも一生懸命だった。そういう営みの中から農業改善の試みとして、昭和２４年秋に行われた第１回文化展覧会（狛江町役場主催）では、狛江村農業協同組合の下で農産物の品評会を行い、翌年からはそれを青年団が引き継ぎ、審査をしたり、展示後の販売も行っていた。 
　昭和２８年に開設された青年学級では、国語、社会、和裁・洋裁、茶道、華道などの授業の他、楽しみとしてのフォークダンスが盛んに踊られていた。 
　そうした中で、それらの活動を一つにまとめようと、昭和３６年には、第１回「狛江町文化祭」が教育委員会と参加各団体の主催で行われた。 
　このときの文化祭では、社会教育関係諸団体の作品（書道、華道、手芸、写真、盆栽など）や活動状況、学習成果の展示、農業協同組合と青年団による農産物品評会と即売会の他、狛江町商工会が町内の商店・工場の製品を展示する製品展示会、狛江町菊花会による菊花展、婦人会、ボーイスカウト、ガールスカウトによるバザー、模擬店、各団体の有志出演による舞踊、音楽などの芸能祭が加わり、芸能祭終了後にはフォークダンスを踊ってみんなで楽しんだ。またこのときの作品展は個人の参加も歓迎されていた。 
　その後、昭和５２年の勤労感謝の日に、市民センターの開館式と同時に開催されて、名称も「市民まつり」となった。そしてみこしやはやし、山車なども参加して盛大にパレードが行われた。 
　また、この年は「市の歌」、「市の音頭」ができたこともあって、同日、福祉会館で発表会が行われている。 
　それ以後、川口町や小菅村など友好都市の参加も加わり、今に至っている。 
　　井　上　　孝 
（狛江市文化財専門委員）
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〔
日
時
〕　

月
１
日
松
受
付
時
間
は

１２

午
前
９
時　

分
～　

時

３０

１１

〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
※
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
勤
者

〔
内
容
〕
相
続
・
離
婚
・
金
銭
貸
借
・

損
害
賠
償
な
ど
の
法
律
の
問
題
、
相

続
税
・
贈
与
税
・
所
得
税
な
ど
の
税

金
の
問
題
に
つ
い
て
、
市
内
在
住
の

弁
護
士
・
税
理
士
の
協
力
で
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
報
室
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子
ど
も
と
遊
び
や
買
い
物
に

出
か
け
た
先
で
「
お
む
つ
を
替

え
た
い
」、「
授
乳
し
た
い
」
と

思
っ
て
も
、
便
利
な
ス
ペ
ー
ス

が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
ぜ
ひ

「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
」
と

は
、
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
た

方
が
安
心
し
て
授
乳
や
お
む
つ

を
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
の
愛
称
で
す
。

　

カ
ー
テ
ン
等
で
仕
切
り
が
で

き
る
授
乳
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

お
む
つ
替
え
が
で
き
る
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
等
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、調
乳
用
の
給
湯
設
備（
お

湯
の
提
供
）
や
手
洗
い
設
備
が

あ
る
他
、
冷
暖
房
を
完
備
し
て

お
り
、
快
適
な
空
間
で
赤
ち
ゃ

ん
の
お
世
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
」
は

都
内
の
公
共
施
設
、
博
物
館
な

ど
の
お
出
か
け
ス
ポ
ッ
ト
や
、

ス
ー
パ
ー
や
遊
び
場
ス
ペ
ー
ス

な
ど
の
子
ど
も
を
連
れ
て
出
か

け
ら
れ
る
身
近
な
場
所
に
１
埀

０
５
２
カ
所（　

月
１
日
現
在
）

１０

あ
り
ま
す
。
市
内
に
も
公
共
施

設
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
５
カ
所

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
入

り
口
な
ど
に
掲
示
さ
れ
て
い
る

「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
マ
ー

ク
」
が
目
印
で
す
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ
と
」
を

利
用
し
な
が
ら
、
気
軽
に
ふ
ら

っ
と
、
子
ど
も
と
の
外
出
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

■
市
内
「
赤
ち
ゃ
ん
・
ふ
ら
っ

と
」

▽
市
役
所
（
和
泉
本
町
１
―
１

―
５
）

▽
和
泉
児
童
館
（
中
和
泉
３
―

　

―
６
）

１２▽
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー
（
岩
戸

南
３
―　

―
１
）

１５

▽
市
立
保
育
園
仮
園
舎
（
東
和

泉
１
―　

―　

）

３２

２１

▽
Ｏ
ｄ
ａ
ｋ
ｙ
ｕ　

Ｏ
Ｘ
（
元

和
泉
１
―
２
―
１
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
子
育
て
支
援

課
企
画
支
援
係
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月
５
日
に
、
今
年
の
「
ぎ
ふ
清
流

１０
国
体
」
で
狛
江
市
と
同
じ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
・
少
年
男
子
を
開
催
し
た
岐
阜

県
山
県
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

山
県
市
で
は　

月
５
日
か
ら
８
日
ま

１０

で
の
４
日
間
の
日
程
で
、
全
国
の
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
を
勝
ち
抜
い
た　

チ
ー
ム
３

２４

１
２
人
の
選
手
が
参
加
す
る
白
熱
し
た

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

プ
ラ
カ
ー

ド
を
持
っ
た

中
学
生
を
先

頭
に
選
手
が

行
進
し
、
地

元
中
学
校
吹

奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
や
子

ど
も
た
ち
に

よ
る
歓
迎
の

ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
る
と
い
う
華
や
か
な

開
会
式
か
ら
始
ま
っ
た
山
県
市
の
「
ぎ

ふ
清
流
国
体
」。

　

多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
会
場

誘
導
や
弁
当
の
配
布
、
無
料
ド
リ
ン
ク

の
配
布
な
ど
で
活
躍
し
、
会
場
は
市
民

の
手
に
よ
る
手
作
り
の
装
飾
や
プ
ラ
ン

タ
ー
で
飾
ら
れ
、
会
場
外
で
は
地
元
名

産
品
の
物
販
ブ
ー
ス
や
飲
食
店
等
が
多

数
出
店
し
、
多
く
の
客
で
に
ぎ
わ
う
な

ど
、
地
元
で
の
国
体
開
催
に
誇
り
を
持

ち
、
み
ん
な
で
一
丸
と
な
っ
て
大
会
を

成
功
さ
せ
た
い
と
い
っ
た
強
い
思
い
を

感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
得
た
貴
重
な
経
験
を

生
か
し
、
来
年
の
国
体
に
向
け
、
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
国
体
推

進
担
当

〜「ぎふ清流国体」バレーボール競技を視察〜

応援しよう！応援しよう！！！
狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江ののののののののののののののののののののの国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国狛江の国体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体 ２マスコット

キャラクター
「ゆりーと」

脅
和
泉
児
童
館 

察
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
わ
ら
べ
歌
と
絵
本
の
会　
〔
日

程
〕　

月　

日
昌
〔
対
象
・
時
間
〕

１１

２１

▽
０
・
１
歳
児
親
子　

午
前　

時
１０

　

分
～　

時　

分
▽
２
歳
児
以
上

３０

１０

５０

親
子　

午
前　

時
～　

時　

分

１１

１１

２０

■
映
画
会
「
ゴ
ー
ス
ト
バ
ス
タ
ー

ズ
１
」　

〔
日
時
〕　

月　

日
昌
午

１１

２１

後
３
時
～
５
時
〔
対
象
〕
小
学
生

（
乳
幼
児
保
護
者
同
伴
可
）

■
ミ
ニ
ミ
ニ
運
動
会　
〔
日
時
〕　１１

月　

日
捷
午
後
３
時　

分
～
４
時

２６

３０

　

分
〔
対
象
〕
小
学
校
１
～
３
年

３０生
〔
内
容
〕
ボ
ー
ル
遊
び
※
当
日

は
運
動
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

脅
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

察
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
ロ
ッ
キ
ー
シ
ネ
マ
ズ　
〔
日
時
〕

　

月　

日
晶
午
後
３
時
～
４
時　

１１

１６

４５

分
〔
対
象
〕
小
学
生
※
内
容
は
館

内
の
掲
示
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ス
タ
ッ
フ
タ
イ
ム
「
あ
さ
み
っ

ち
の
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
」　

〔
日

時
〕　

月　

日
昌
午
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※
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１２

日
程

ぎふ清流国体

赤ちゃん・ふらっとマーク

子育て 
 
 
○和泉児童館　電話（３４８０）１４４１ 
 
■わらべ歌と絵本の会　〔日程〕１１月２１日(水)〔対象・時間〕▽０・１歳児親子　午前１０時３０分～１０時５０分▽２歳児以上親子　午前１１時～１１時２０分 
■映画会「ゴーストバスターズ１」　〔日時〕１１月２１日(水)午後３時～５時〔対象〕小学生（乳幼児保護者同伴可） 
■ミニミニ運動会　〔日時〕１１月２６日(月)午後３時３０分～４時３０分〔対象〕小学校１～３年生〔内容〕ボール遊び※当日は運動靴でお越しください。 
 
 
○岩戸児童センター　電話（３４８９）５４１４ 
 
■ロッキーシネマズ　〔日時〕１１月１６日(金)午後３時～４時４５分〔対象〕小学生※内容は館内の掲示をご覧ください。 
■スタッフタイム「あさみっちのスラックライン」　〔日時〕１１月２１日(水)午後３時３０分～４時４５分〔対象〕小学生 
 
 
○子ども家庭支援センター　電話（５４３８）６６０６ 
 
■子ども服リサイクル　〔日時〕１２月１日(土)午前１０時３０分～１１時３０分※前日までにサイズごとにまとめて、表記してお持ちください。子ども服１３０cmまで、靴２０cmまで。おもちゃ、縫いぐるみ、着古した下着などはご遠慮ください。 
 
 
○学童保育所開放事業「あそびの広場」１１月のイベント 
 
〔日程・内容〕▽２０日(火)　体操▽２８日(水)　すくすく測定〔時間〕午前１０時～正午※毎週火・水・金曜日（学校休業日は除く）の午前中は施設を遊び場として開放している他、保育士などが子育て相談を行います。 
〔会場・問い合わせ〕東野川学童保育所　電話（３４８０）８７０９、駒井学童保育所　電話（３４８９）２８７７ 
 
 
ロビーパネル展 
 
▽著名人から青少年に向けた人権メッセージパネル展示 
〔期間〕１１月１９日(月)～３０日(金) 
 
▽ＤＶ防止パネル展示 
〔期間〕１１月２６日(月)～３０日(金) 
 
〔会場〕市役所２階ロビー 
〔問い合わせ〕政策室協働調整担当 
 
 
法律・税務合同相談会 
 
〔日時〕１２月１日(土)受付時間は午前９時３０分～１１時 
〔会場〕中央公民館※直接会場へお越しください。 
〔対象〕市内在住・在勤者 
〔内容〕相続・離婚・金銭貸借・損害賠償などの法律の問題、相続税・贈与税・所得税などの税金の問題について、市内在住の弁護士・税理士の協力で相談をお受けします。 
〔問い合わせ〕秘書広報室 
 
 
文化財展「ちょっと昔の狛江」 
 
〔期間〕１１月３０日(金)まで（２０日(火)を除く） 
〔時間〕午前９時～午後９時３０分 
〔会場〕中央公民館 
〔内容〕昭和５０年代、小田急線が高架線になる前の狛江駅、和泉多摩川駅周辺の写真等の展示 
〔問い合わせ〕社会教育課文化財担当 
 
 
調布都市計画道路３・４・１７号線開通記念イベント 
１２月１日(土)※荒天中止 
 
〔会場〕元和泉三丁目１０番（開通式典場所付近） 
■子どもと高齢者の自転車交通安全教室 
〔時間〕午後２時～３時 
〔内容〕調布警察署による自転車実技指導や機械を使った交通安全教室を行い、自転車の交通ルールと正しいマナーを学びます（参加者には自転車グッドライダー認定シール・交通安全グッズを配布） 
〔問い合わせ〕安心安全課 
■狛江高校吹奏楽部による記念演奏会 
〔時間〕午後２時３０分～２時５０分 
〔問い合わせ〕都市整備課企画計画係 
 
 
応援しよう！！狛江の国体　２ 
 
～「ぎふ清流国体」バレーボール競技を視察～ 
 
　１０月５日に、今年の「ぎふ清流国体」で狛江市と同じバレーボール競技・少年男子を開催した岐阜県山県市を視察しました。 
　山県市では１０月５日から８日までの４日間の日程で、全国のブロック大会を勝ち抜いた２４チーム３１２人の選手が参加する白熱した戦いが繰り広げられました。 
　プラカードを持った中学生を先頭に選手が行進し、地元中学校吹奏楽部による演奏や子どもたちによる歓迎のダンスが行われるという華やかな開会式から始まった山県市の「ぎふ清流国体」。 
　多くの市民ボランティアが会場誘導や弁当の配布、無料ドリンクの配布などで活躍し、会場は市民の手による手作りの装飾やプランターで飾られ、会場外では地元名産品の物販ブースや飲食店等が多数出店し、多くの客でにぎわうなど、地元での国体開催に誇りを持ち、みんなで一丸となって大会を成功させたいといった強い思いを感じました。 
　今回の視察で得た貴重な経験を生かし、来年の国体に向け、準備を進めていきます。 
〔問い合わせ〕社会教育課国体推進担当 
 
 
子育て情報コーナー　８赤ちゃん・ふらっと 
 
　子どもと遊びや買い物に出かけた先で「おむつを替えたい」、「授乳したい」と思っても、便利なスペースが見つからないことがよくあります。その際は、ぜひ「赤ちゃん・ふらっと」をご利用ください。 
　「赤ちゃん・ふらっと」とは、小さな子どもを連れた方が安心して授乳やおむつを替えることができるスペースの愛称です。 
　カーテン等で仕切りができる授乳スペースがあり、おむつ替えができるベビーベッド等を設置しています。また、調乳用の給湯設備（お湯の提供）や手洗い設備がある他、冷暖房を完備しており、快適な空間で赤ちゃんのお世話をすることができます。 
　「赤ちゃん・ふらっと」は都内の公共施設、博物館などのお出かけスポットや、スーパーや遊び場スペースなどの子どもを連れて出かけられる身近な場所に１,０５２カ所（１０月１日現在）あります。市内にも公共施設やスーパーなどの５カ所に設置されています。出入り口などに掲示されている「赤ちゃん・ふらっとマーク」が目印です。 
　「赤ちゃん・ふらっと」を利用しながら、気軽にふらっと、子どもとの外出を楽しみましょう。 
■市内「赤ちゃん・ふらっと」 
▽市役所（和泉本町１―１―５） 
▽和泉児童館（中和泉３―１２―６） 
▽岩戸児童センター（岩戸南３―１５―１） 
▽市立保育園仮園舎（東和泉１―３２―２１） 
▽Ｏｄａｋｙｕ　ＯＸ（元和泉１―２―１） 
〔問い合わせ〕子育て支援課企画支援係
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・
⚑
⚐
⚔
会

議
室
ờ
定
員
Ở　

人
ờ
テ
ồ
マ
Ở
震

⚓⚐

災
現
場
に
お
け
る
管
理
組
合
の
課
題
ỏ

共
用
部
の
電
気
料
金
を
削
減
す
る
方

法
ỏ
コ
ミ
ỿ
ニ
テ
ỹ
作
り
の
勧
め

ờ
講
師
Ở
青
柳
和
哉
さ
ん
・
澤
永
芳

彦
さ
ん
ớ
狛
江
市
マ
ン
シ
ἀ
ン
管
理

士
会
Ờ

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở　

月
⚑⚒

　

日
晶
ま
で
に
ỏ
都
市
整
備
課
企
画

⚑⚔計
画
係
へ
Ố

■
古
布
再
生

▽
ゴ
ム
入
り
ズ
ボ
ン
を
作
ろ
う　

ờ
日
程
Ở　

月
⚖
日
昭
ờ
持
ち
物
Ở

⚑⚒

着
物
か
羽
織
・

筆
記
用
具
・
裁

縫
道
具
・
ミ
シ

ン
糸
・
物
差
し
・

は
さ
み

▽
古
い
布
を
裂
い
て
草
履
を
作
ろ
う

　
ờ
日
程
Ở　

月　

日
捷
・　

日
昇

⚑⚒

⚑⚐

⚑⚑

ờ
持
ち
物
Ở
古
シ
ồ
ツ
ớ
⚑
枚
Ờ
や

浴
衣
ớ
⚒
枚
程
度
Ờ
を
⚘
尺
ぐ
ら
い

に
裂
い
た
も
の
・
筆
記
用
具
・
裁
縫

道
具
・
は
さ
み

　

各
日
ờ
時
間
Ở
午
前　

時
Ỗ
午
後

⚑⚐

⚔
時
ờ
定
員
Ở　

人
ờ
参
加
費
Ở
⚕

⚑⚐

⚐
⚐
円
ớ
材
料
代
Ờ
※
布
は
必
ず
古

布
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
Ố

ờ
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở

　

月　

日
昇
か
ら
清
掃
課
ớ
ビ
ン
・

⚑⚑

⚒⚐

缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ồ
Ờ
へ
Ố

 
■
青
少
年
綱
引
き
教
室
Ỗ
⚑
月
の
綱

引
き
大
会
に
向
け
て
練
習
し
よ
う
Ỗ

ờ
日
程
Ở　

月　

日
松
ỏ
平
成　

年

⚑⚒

⚑⚕

⚒⚕

⚑
月　

日
松
ớ
全
⚒
回
Ờờ
時
間
Ở
午

⚑⚙

前
⚙
時
Ỗ　

時　

分
ờ
会
場
Ở
西
和

⚑⚑

⚑⚕

 
■　

月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

⚑⚑

　

親
に
と
ỳ
て
は
ủ
し
つ
け
Ứ
の
範

囲
で
も
ỏ
子
ど
も
が
苦
痛
を
感
じ
て

い
れ
ば
ỏ
そ
れ
は
ủ
虐
待
Ứ
で
す
Ố

　

児
童
虐
待
は
ỏ
子
育
て
の
不
安
か

ら
始
ま
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
Ố

一
人
で
悩
ま
ず
ỏ
信
頼
で
き
る
人
や

相
談
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
Ố

　

ま
た
ỏ
虐
待
は
早
期
に
発
見
し
適

切
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
Ố

ủ
虐
待
を
受
け
て
い
る
の
で
は
？
Ứ

と
思
わ
れ
る
児
童
を
発
見
し
た
方
は
ỏ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
Ố

　

連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
の
秘
密
は

守
り
ま
す
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ồ
察
ớ
⚕
⚔
⚓
⚘
Ờ
⚖
⚖
⚐

⚕
ま
た
は
子
育
て
支
援
課
企
画
支
援

係■　

月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

⚑⚑
強
調
月
間

　

近
年
ỏ
子
ど
も
・
若
者
を
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
ỏ
非
正
規

労
働
の
若
者
が
増
加
ỏ
フ
リ
ồ
タ
ồ

や
ニ
ồ
ト
の
数
も
高
止
ま
り
の
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
Ố

　

ま
た
ỏ
少
年
非
行
の
問
題
ỏ
い
じ

め
の
問
題
ỏ
児
童
虐
待
や
児
童
ポ
ル

ノ
な
ど
ỏ
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る

事
件
等
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る

他
ỏ
違
法
・
有
害
な
情
報
の
氾
濫
も

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
ỏ子
ど
も
・

若
者
が
健
や
か
に
育
成
さ
れ
ỏ
社
会

の
一
員
と
し
て
自
立
し
ỏ
主
体
的
に

活
躍
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
ỏ

地
域
社
会
が
一
体
と
な
ỳ
た
取
り
組

み
を
広
げ
ỏ
推
進
し
て
い
き
ま
す
Ố

ờ
平
成　

年
度
の
重
点
事
項
Ở
▽
子

⚒⚔

ど
も
・
若
者
の
社
会
的
自
立
支
援
の

促
進
▽
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
家
庭

へ
の
支
援
▽
児
童
虐
待
の
予
防
と
対

応
▽
子
ど
も
・
若
者
を
犯
罪
や
有
害

環
境
等
か
ら
守
る
た
め
の
取
り
組
み

の
推
進

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
児
童
青
少
年
課
児

童
青
少
年
係

 
■
防
犯
講
演
会
ủ
ズ
バ
リ
解
説
・
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
予
知
防
犯
Ứ

ờ
日
時
Ở　

月　

日
掌
午
後
⚒
時
Ỗ

⚑⚑

⚒⚕

⚓
時　

分
ờ
会
場
Ở
西
河
原
公
民
館

⚔⚐

ờ
定
員
Ở
⚒
⚐
⚐
人
ờ
講
師
Ở
梅
本

正
行
さ
ん
ớ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
犯

学
校
学
長
Ờ
※
手
話
通
訳
ỏ
要
約
筆

記
あ
り

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
安
全
安
心
課

■
講
演
会ủ
発
達
障
が
い
と
当
事
者
・

家
族
支
援
Ỗ
発
達
障
が
い
を
イ
イ
ト

コ
サ
ガ
シ
で
魅
力
的
に
Ỗ
Ứ

　
ờ
日
時
Ở　

月
⚖
日
昭
午
後
⚑
時　

⚑⚒

⚓⚐

分
Ỗ
⚔
時　

分
ớ
⚑
時
か
ら
受
け
付

⚓⚐

け
Ờờ
会
場
Ở
中
央
公
民
館
ờ
対
象
Ở

以　下　は　広　告　枠　で　す

泉
体
育
館
ờ
対
象
Ở
小
学
校
⚓
Ỗ
⚖

年
生
※
個
人
・
チ
ồ
ム
ớ　

人
以
内
Ờ

⚑⚒

ど
ち
ら
の
参
加
で
も
可
ờ
参
加
費
Ở

一
人
⚒
⚐
⚐
円
ớ
保
険
代
・
消
耗
品

代
Ờ

ờ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở　

月
⚑⚑

　

日
晶
ま
で
に
参
加
費
持
参
の
上
ỏ

⚓⚐社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ
Ố

■
二
中
地
区
運
動
会
ớ
ス
ポ
レ
ク
大

会
Ờ

ờ
日
時
Ở　

月
⚒
日
掌
午
前
⚙
時　

⚑⚒

⚓⚐

分
か
ら
ớ
⚙
時
か
ら
受
け
付
け
Ờ
※

雨
天
時
は
屋
内
競
技
の
み
実
施
ờ
会

場
Ở
第
二
中
学
校
ờ
内
容
Ở
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
ỏ
グ
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ウ
ン
ド
ボ
ウ
リ

ン
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ỏ
テ
ỹ
ồ
ボ
ồ
ル
ỏ
輪
投
げ
ỏ

体
力
測
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ỏ
パ
ン
食
い
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ỏ
ニ
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ồ
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等

ờ
問
い
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わ
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狛
江
市
体
育
協
会

察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚐
Ờ
⚖
⚒
⚑
⚑
ớ
平
日

午
前
⚙
時
Ỗ
午
後
⚕
時
Ờ

■
第　

回
多
摩
川
ロ
ồ
ド
レ
ồ
ス
大

⚔⚓

会ờ
日
時
Ở
平
成　

年
⚑
月　

日
掌
午

⚒⚕

⚑⚓

前　

時　

分
か
ら
ớ
雨
天
決
行
Ờờ
集

⚑⚐

⚒⚐

合
場
所
Ở
西
河
原
公
園
ớ
ナ
ン
バ
ồ

カ
ồ
ド
は
当
日
配
布
Ờờ
対
象
Ở
市
内

在
住
・
在
学
・
在
勤
者
ờ
種
別
Ở
▽

⚒
灼
・
⚕
灼
・　

灼
※
詳
細
は
ホ
ồ

⚑⚐

ム
ペ
ồ
ジớhttp://w

w
w
.kom
ae

�taikyou.jp/

Ờ
等
を
ご
覧
く
だ
さ

い
ờ
参
加
費
Ở
小
・
中
学
生
⚓
⚐
⚐

円
ỏ
一
般
⚕
⚐
⚐
円
※
参
加
者
全
員

に
記
録
証
を
発
行
Ố
参
加
賞
ớ
豚
汁

な
ど
Ờ
の
他
ỏ
賞
品
が
当
た
る
抽
選

会
あ
り
ờ
申
し
込
み
Ở　

月　

日
抄

⚑⚑

⚒⚓

か
ら　

日
晶
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

⚓⚐

上
ỏ
市
民
総
合
体
育
館
ớ
午
後
⚔
時

Ỗ
⚗
時
Ờ
へ
Ố

ờ
問
い
合
わ
せ
Ở
陸
上
競
技
協
会
・

松
井
察
⚐
⚙
⚐
ớ
⚒
⚔
⚐
⚗
Ờ
⚑
⚕

⚒
⚖

■
第　

回
市
民
ス
キ
ồ
大
会
・
第　

⚔⚘

⚑⚘

回
市
長
杯
ス
キ
ồ
大
会

ờ
日
程
Ở
平
成　

年
⚑
月　

日
晶
Ỗ

⚒⚕

⚑⚘

　

日
掌
ờ
会
場
Ở
長
野
県
菅
平
高
原

⚒⚐ス
キ
ồ
場
ờ
宿
泊
Ở
リ
ゾ
ồ
ト
ロ
ỽ

ジ
す
ず
も
と
ờ
交
通
Ở
▽
往
路
・
貸

切
バ
ス
ớ
午
後
⚙
時
市
役
所
駐
車
場

出
発
Ờ
▽
復
路
・
新
幹
線
ớ
午
後
⚗

時　

分
東
京
駅
到
着
予
定
Ờờ
対
象
Ở

⚓⚐

ờ
日
時
Ở　

月
⚒
日
掌
午
前　

時

⚑⚒

⚑⚐

　

分
開
演
ớ
正
午
終
演
予
定
Ờ

⚓⚐ờ
定
員
Ở
先
着
⚒
⚐
⚐
人
※　

月
⚑⚑

　

日
昌
午
前
⚙
時
か
ら
窓
口
で
入

⚒⚑場
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
Ố

ờ
演
目
Ở
▽
人
形
劇
バ
ン
ビ
・
ボ

ồ
ド
ビ
ル
ủ
お
い
け
の
な
か
ま
た

ち
Ứỏ
人
形
劇
ủ
ポ
ỽ
タ
ン
ぼ
う
や

の
ぼ
う
け
ん
Ứ
▽
人
形
劇
サ
ồ
ク

ル
ぶ
ん
ぶ
ん
・
布
絵
本
ủ
み
ん
な

う
ん
ち
Ứ
▽
人
形
劇
団
ポ
ỽ
ポ
・

人
形
劇
ủ
⚓
匹
の

や
ぎ
の
ガ
ラ
ガ
ラ

ド
ン
Ứ
▽
人
形
劇

サ
ồ
ク
ル
ス
ồ
プ
・
人
形
劇
ủ
ね

ず
み
の
家
族
の
サ
ồ
カ
ス
Ứ

ờ
会
場
・
問
い
合
わ
せ
Ở
中
央
公

民
館
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ
⚔
⚔
⚑
⚑

文
化
の
つ
ど
い
人
形

文
化
の
つ
ど
い
人
形
劇劇

ủ
第

回
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ａ
合
同
公
演

ủ
第　

回
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ａ
合
同
公
演
ỨỨ

⚒⚕⚒⚕

インフォメーションご案内 
 
 
お知らせ 
 
■１１月は児童虐待防止推進月間 
　親にとっては「しつけ」の範囲でも、子どもが苦痛を感じていれば、それは「虐待」です。 
　児童虐待は、子育ての不安から始まることがよくあります。一人で悩まず、信頼できる人や相談機関へご相談ください。 
　また、虐待は早期に発見し適切に対応することが重要です。「虐待を受けているのでは？」と思われる児童を発見した方は、ご連絡ください。 
　連絡をいただいた方の秘密は守ります。 
〔問い合わせ〕子ども家庭支援センター　電話（５４３８）６６０５または子育て支援課企画支援係 
 
■１１月は子ども・若者育成支援強調月間 
　近年、子ども・若者を取り巻く環境が大きく変化し、非正規労働の若者が増加、フリーターやニートの数も高止まりの状態が続いています。 
　また、少年非行の問題、いじめの問題、児童虐待や児童ポルノなど、子どもが被害者となる事件等が相次いで発生している他、違法・有害な情報の氾濫も懸念されています。 
　このような状況下で、子ども・若者が健やかに育成され、社会の一員として自立し、主体的に活躍していくことができるよう、地域社会が一体となった取り組みを広げ、推進していきます。 
〔平成２４年度の重点事項〕▽子ども・若者の社会的自立支援の促進▽生活習慣の見直しと家庭への支援▽児童虐待の予防と対応▽子ども・若者を犯罪や有害環境等から守るための取り組みの推進 
〔問い合わせ〕児童青少年課児童青少年係 
 
 
セミナー 
 
■防犯講演会「ズバリ解説・被害に遭わないための予知防犯」 
〔日時〕１１月２５日(日)午後２時～３時４０分〔会場〕西河原公民館〔定員〕２００人〔講師〕梅本正行さん（ＮＰＯ法人日本防犯学校学長）※手話通訳、要約筆記あり 
〔問い合わせ〕安全安心課 
 
■講演会「発達障がいと当事者・家族支援～発達障がいをイイトコサガシで魅力的に～」 
　〔日時〕１２月６日(木)午後１時３０分～４時３０分（１時から受け付け）〔会場〕中央公民館〔対象〕発達障がい当事者・家族・支援者、興味のある方〔定員〕８０人〔講師〕尾崎ミオさん（ＮＰＯ法人東京都自閉症協会副理事長）、冠地情さん（イイトコサガシ代表）〔申し込み〕イイトコサガシホームページ（http://iitoko-sagashi.blogspot.jp/）の専用フォームから 
〔問い合わせ〕福祉サービス支援室障がい者支援担当 
 
■子育て講座「乳児期・幼児期の子育ての大切さ～褒め方・叱り方、お父さん・お母さんの役割り～」 
〔日時〕１１月３０日(金)午前１０時～１１時３０分〔会場〕中央公民館〔対象〕就学前までの子どもの保護者〔定員〕先着２０人※保育あり（先着１０人）〔講師〕野田友子さん（ＮＰＯ法人日本子育てアドバイザー協会講師） 
〔申し込み・問い合わせ〕子育て支援課企画支援係へ。 
 
■環境講演会「太陽光発電システムの運用保守の課題」 
〔日時〕１１月２４日(土)午後２時から（１時３０分開場）〔会場〕エコルマホール展示・多目的室〔内容〕今注目されている太陽光発電の理解を深める〔講師〕加藤和彦さん（（独）産業技術総合研究所太陽光発電工学研究センター産業基盤グループシステム長） 
〔問い合わせ〕環境保全実施計画推進委員会（環境政策課環境政策係） 
 
■マンション管理セミナー 
〔日時〕１２月１５日(土)午前１０時～正午〔会場〕狛江市役所小田急線高架下分室１０３・１０４会議室〔定員〕３０人〔テーマ〕震災現場における管理組合の課題、共用部の電気料金を削減する方法、コミュニティ作りの勧め〔講師〕青柳和哉さん・澤永芳彦さん（狛江市マンション管理士会） 
〔申し込み・問い合わせ〕１２月１４日(金)までに、都市整備課企画計画係へ。 
 
■古布再生 
▽ゴム入りズボンを作ろう　〔日程〕１２月６日(木)〔持ち物〕着物か羽織・筆記用具・裁縫道具・ミシン糸・物差し・はさみ 
▽古い布を裂いて草履を作ろう　〔日程〕１２月１０日(月)・１１日(火)〔持ち物〕古シーツ（１枚）や浴衣（２枚程度）を８cmぐらいに裂いたもの・筆記用具・裁縫道具・はさみ 
　各日〔時間〕午前１０時～午後４時〔定員〕１０人〔参加費〕５００円（材料代）※布は必ず古布を持参してください。 
〔会場・申し込み・問い合わせ〕１１月２０日(火)から清掃課（ビン・缶リサイクルセンター）へ。 
 
 
スポーツ 
 
■青少年綱引き教室～１月の綱引き大会に向けて練習しよう～ 
〔日程〕１２月１５日(土)、平成２５年１月１９日(土)（全２回）〔時間〕午前９時～１１時１５分〔会場〕西和泉体育館〔対象〕小学校３～６年生※個人・チーム（１２人以内）どちらの参加でも可〔参加費〕一人２００円（保険代・消耗品代） 
〔申し込み・問い合わせ〕１１月３０日(金)までに参加費持参の上、社会教育課社会教育係へ。 
 
■二中地区運動会（スポレク大会） 
〔日時〕１２月２日(日)午前９時３０分から（９時から受け付け）※雨天時は屋内競技のみ実施〔会場〕第二中学校〔内容〕グラウンドゴルフ、グラウンドボウリング、ティーボール、輪投げ、体力測定、パン食い競走、ニュースポーツ等 
〔問い合わせ〕狛江市体育協会　電話（３４８０）６２１１（平日午前９時～午後５時） 
 
■第４３回多摩川ロードレース大会 
〔日時〕平成２５年１月１３日(日)午前１０時２０分から（雨天決行）〔集合場所〕西河原公園（ナンバーカードは当日配布）〔対象〕市内在住・在学・在勤者〔種別〕▽２Km・５Km・１０Km※詳細はホームページ（http://www.komae-taikyou.jp/）等をご覧ください〔参加費〕小・中学生３００円、一般５００円※参加者全員に記録証を発行。参加賞（豚汁など）の他、賞品が当たる抽選会あり〔申し込み〕１１月２３日(祝)から３０日(金)までに参加費持参の上、市民総合体育館（午後４時～７時）へ。 
〔問い合わせ〕陸上競技協会・松井　電話０９０（２４０７）１５２６ 
 
■第４８回市民スキー大会・第１８回市長杯スキー大会 
〔日程〕平成２５年１月１８日(金)～２０日(日)〔会場〕長野県菅平高原スキー場〔宿泊〕リゾートロッジすずもと〔交通〕▽往路・貸切バス（午後９時市役所駐車場出発）▽復路・新幹線（午後７時３０分東京駅到着予定）〔対象〕市内在住・在学・在勤者〔定員〕４０人〔内容〕初心者でも楽しめるポールセットによる回転競技大会〔参加費〕大人２万８,０００円、小学生以下１万８,０００円※申込用紙は中央公民館と市民総合体育館で配布します。 
〔申し込み・問い合わせ〕１２月１４日(金)までに、スキー協会・高橋FAX（３４３０）３２０５（午前９時～午後１０時）へ。 
 
 
文化のつどい人形劇「第２５回ＫＡＰＡ合同公演」 
 
〔日時〕１２月２日(日)午前１０時３０分開演（正午終演予定） 
〔定員〕先着２００人※１１月２１日(水)午前９時から窓口で入場整理券を配布します。 
〔演目〕▽人形劇バンビ・ボードビル「おいけのなかまたち」、人形劇「ポッタンぼうやのぼうけん」▽人形劇サークルぶんぶん・布絵本「みんなうんち」▽人形劇団ポッポ・人形劇「３匹のやぎのガラガラドン」▽人形劇サークルスープ・人形劇「ねずみの家族のサーカス」 
〔会場・問い合わせ〕中央公民館　電話（３４８８）４４１１



広報こまえ　平成 ２４ 年（２０１２ 年）１１ 月 １５ 日　俄

狛江市役所　察 （3430）1111　  （3430）6870　  http://www.city.komae.tokyo.jp/　  @KomaeCityFAX HP Twitter
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■
第　

回
狛
江
学
・
座
談
会
「
陸
軍
登
戸
技
術
研
究

２１

所
に
勤
務
し
て
い
た
時
代
」

〔
日
時
〕
１
日
松
午
後
１
時　

分
～
３
時　

分

３０

３０

〔
定
員
〕　

人
※
要
予
約

５０

〔
内
容
〕
終
戦
ま
で
の
間
、
陸
軍
登
戸
技
術
研
究
所

に
勤
務
し
て
い
た
、
当
時　

代
の
狛
江
の
皆
さ
ん
に

１０

お
話
を
伺
い
ま
す
。

〔
司
会
〕
稲
葉
和
也
さ
ん

〔
話
し
手
〕
大
久
保
豊
一
さ
ん
、
大
久
保
茂
一
さ
ん
、

小
川
昭
治
さ
ん
、
栗
山
清
さ
ん
、
栗
山
武
雄
さ
ん

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
む
い
か
ら
民
家
園
察

（
３
４
８
９
）
８
９
８
１
（
水
・
木
曜
日
は
休
園
）

へ
。

小

児

初

期

救

急

平

日

夜

間

診

療

休

日

診

療

　

時
間

２４医
療
機
関
案
内

○
ひ
ま
わ
り（
東
京
都
医
療
機
関

案
内
サ
ー
ビ
ス
）

　
　

察
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

○
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

察
♯
７
１
１
９
ま
た
は
察

０
４
２（
５
２
１
）２
３
２
３

○
狛
江
消
防
署

　
　

察
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日

１８

２３

２５

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
～　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
～
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

察
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

※　

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
成

４０
人
歯
科
検
診
も
実
施

　
　

察
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

察
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

〔
診
療
日
〕
月
～
金
曜
日
（
慈
恵

第
三
病
院
の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
～
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
方

１５

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内「
狛
江
・
調
布

小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間
診

察
室
」
察（
３
４
８
８
）２
０
６
１

http://www.ecorma-hall.jp/

　エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは午前９時から午後７時まで
（電話予約でも取り扱っています）。小田急ＯＸ狛江店宝くじ売り場でも、ロビ
ーコンサート以外のチケットを取り扱っています。

■こまえ文化フェスティバル夢コンサート２０１２
〜こまえを彩る秋の音（ね）〜
〔日時〕１１月１８日掌午後３時開演※当日券あり
〔チケット〕全席自由　一般２，０００円　中学生以下無
料（無料整理券を事務室で配布）
※団体割引（１０枚以上で１０％引き）あり。倶楽部Eとの併用不可。
〔出演〕公募出演者、市外からのゲスト、市内在住の演奏家、市民特
別編成合唱団、他
※未就学児はご遠慮ください。

■気軽にロビーで、お得に楽しむ９０分！
ビートアカペラユニット　SOLZICK Christmas LIVE
〔日時〕１２月２０日昭午後７時開演
〔チケット〕全席自由　１，０００円（限定９０席）
※有料ドリンクサービスあり
〔曲目〕サイレント・ナイト、シルバー・ベルズ、ウィンター・ワン
ダーランド、ラスト・クリスマス、他
※未就学児はご遠慮ください。

■デビュー１５周年　綾戸智恵Wonderful worldコンサート
〜クリスマス・スペシャル〜
〔日時〕１２月２２日松午後４時開演
〔チケット〕全席指定６，５００円
※未就学児はご遠慮ください。

（
財
）狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
察
（
３
４
３
０
）
４
１
０
６

ヨ

イ

ホ

ー

ル

　

保
護
者
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
療
養
中

な
ど
の
理
由
で
、
子
ど
も
の
面
倒
が
見
ら
れ

な
い
場
合
に
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
や

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

入
所
（
入
会
）
の
申
請
は
、
年
度
ご
と
に

必
要
で
す
。

〔
受
付
期
間
〕
▽　

月
７
日
晶
か
ら　

日
昌

１２

２６

ま
で
の
平
日（
午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時
）

３０

※　

日
昭
・　

日
昇
は
午
後
８
時
ま
で
▽　

１３

１８

１２

月
９
日
掌
・　

日
抄
（
午
前
９
時
～
午
後
１

２３

時
）

〔
申
請
書
類
〕
▽
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
（
入
所
・
入
会
）
申
請
書
▽
児
童
台
帳
▽

保
護
者
の
勤
務
証
明
書
等

※
申
請
書
類
は
、
児
童
青
少
年
課
、
各
学
童

保
育
所
、
和
泉
児
童
館
、
岩
戸
児
童
セ
ン
タ

ー
、放
課
後
ク
ラ
ブ
お
よ
び
市
内
各
保
育
園
・

幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す
。

■
学
童
保
育
所

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
校
３
年

生
以
下
の
児
童

〔
実
施
時
間
〕
放
課
後
～
午
後
５
時
（
延
長

は
６
時　

分
ま
で
。
土
曜
日
を
除
く
）

４５

※
春
・
夏
・
冬
休
み
お
よ
び
振
替
休
校
の
と

き
は
、
午
前
８
時　

分
か
ら
の
一
日
の
活
動
。

３０

〔
お
知
ら
せ
〕
平
成　

年
度
か
ら
延
長
時
間

２５

は
午
後
６
時　

分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

４５

■
小
学
生
ク
ラ
ブ

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
児
童

〔
実
施
時
間
〕
放
課
後
～
午
後
７
時
（
延
長

は
８
時
ま
で
。
土
曜
日
を
除
く
。
別
途
料
金

必
要
）

※
春
・
夏
・
冬
休
み
お
よ
び
振
替
休
校
の
と

き
は
、
午
前
８
時
か
ら
の
一
日
の
活
動
。

■
放
課
後
ク
ラ
ブ

〔
対
象
〕
当
該
小
学
校
に
在
籍
ま
た
は
当
該

小
学
校
学
区
域
内
に
居
住
す
る
小
学
校
３
年

生
以
下
の
児
童

〔
実
施
時
間
〕放
課
後
～
午
後
６
時　

分（
土

４５

曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

※
春
・
夏
・
冬
休
み
お
よ
び
振
替
休
校
の
と

き
は
、
午
前
８
時　

分
か
ら
の
一
日
の
活
動
。

３０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
青
少
年

課
児
童
青
少
年
係
へ
。

■市内の学童保育所・小学生クラブ・放課後クラブ一覧
定 員所　在　地名　　称

５０人和泉本町４－７－５１
上和泉地域センター内上 和 泉 学 童 保 育 所

５０人猪方１－１１－２
第三小学校校庭隣猪 方 学 童 保 育 所

５０人和泉本町１－１４－３松 原 学 童 保 育 所

５０人中和泉４－１６－３
根川地区センター２階根 川 学 童 保 育 所

５０人東野川１－６－３東 野 川 学 童 保 育 所

５０人駒井町１－２１－６
第六小学校校庭隣駒 井 学 童 保 育 所

約５０人岩戸南３－１５－１
岩戸児童センター内岩 戸 小 学 生 ク ラ ブ

約５０人中和泉３－１２－６
和泉児童館内和 泉 小 学 生 ク ラ ブ

約３０人和泉本町１－３７－１
第一小学校内第一小学校放課後クラブ

約５０人和泉本町４－３－１
緑野小学校内緑野小学校放課後クラブ

約５０人中和泉３－３３－１
和泉小学校内和泉小学校放課後クラブ

約２０人東野川１－３５－１３
第五小学校内

第五小学校放課後クラブ
（平成２５年４月１日開設予定）

平成
２５年度

学童保育所入所・小学生クラブ入会・放課後クラブ入会の
受け付けを始めます

月
の
古
民
家

　

月
の
古
民
家
園園

１２１２
好評発売中 ※いずれの公演も託児サービスあり

（有料・２歳以上・申し込み制）

〔
日
時
〕　

月　

日
捷
午
後
１
時
～
４
時　

分

１２

１７

３０

〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展
示
・
多
目
的
室

〔
対
象
〕
絵
手
紙
を

経
験
し
た
こ
と
の
あ

る
方

〔
定
員
〕
先
着　

人
５０

〔
内
容
〕
普
段
は
な

か
な
か
近
く
で
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
能
面
を
モ
チ
ー
フ
に
絵
手
紙
を
か

き
、
さ
ら
に
能
の
鑑
賞
や
体
験
も
で
き
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕「
絵
手
紙
発
祥
の
地
―

狛
江
」
実
行
委
員
会
事
務
局
（
地
域
活
性
課
市
民
文

化
係
）
へ
。 絵

手

紙

教

室

能

楽

体

験

・

能と絵手紙の融合

１２月の古民家園 
 
■第２１回狛江学・座談会「陸軍登戸技術研究所に勤務していた時代」 
〔日時〕１日(土)午後１時３０分～３時３０分 
〔定員〕５０人※要予約 
〔内容〕終戦までの間、陸軍登戸技術研究所に勤務していた、当時１０代の狛江の皆さんにお話を伺います。 
〔司会〕稲葉和也さん 
〔話し手〕大久保豊一さん、大久保茂一さん、小川昭治さん、栗山清さん、栗山武雄さん 
〔申し込み・問い合わせ〕むいから民家園　電話（３４８９）８９８１（水・木曜日は休園）へ。 
 
 
能楽体験・絵手紙教室 
 
〔日時〕１２月１７日(月)午後１時～４時３０分 
〔会場〕エコルマホール展示・多目的室 
〔対象〕絵手紙を経験したことのある方 
〔定員〕先着５０人 
〔内容〕普段はなかなか近くで見ることのできない能面をモチーフに絵手紙をかき、さらに能の鑑賞や体験もできます。 
〔申し込み・問い合わせ〕「絵手紙発祥の地―狛江」実行委員会事務局（地域活性課市民文化係）へ。 
 
 
エコルマホール主催公演 
（財）狛江市文化振興事業団　電話（３４３０）４１０６　ヨイホール 
http://www.ecorma-hall.jp/ 
 
好評発売中 
 
※いずれの公演も託児サービスあり（有料・２歳以上・申し込み制） 
 
■こまえ文化フェスティバル夢コンサート２０１２ 
～こまえを彩る秋の音（ね）～ 
〔日時〕１１月１８日(日)午後３時開演※当日券あり 
〔チケット〕全席自由　一般２，０００円　中学生以下無料（無料整理券を事務室で配布） 
※団体割引（１０枚以上で１０％引き）あり。倶楽部Eとの併用不可。 
〔出演〕公募出演者、市外からのゲスト、市内在住の演奏家、市民特別編成合唱団、他 
※未就学児はご遠慮ください。 
 
■気軽にロビーで、お得に楽しむ９０分！ 
ビートアカペラユニット　SOLZICK Christmas LIVE 
〔日時〕１２月２０日(木)午後７時開演 
〔チケット〕全席自由　１，０００円（限定９０席） 
※有料ドリンクサービスあり 
〔曲目〕サイレント・ナイト、シルバー・ベルズ、ウィンター・ワンダーランド、ラスト・クリスマス、他 
※未就学児はご遠慮ください。 
 
■デビュー１５周年　綾戸智恵Wonderful worldコンサート 
～クリスマス・スペシャル～ 
〔日時〕１２月２２日(土)午後４時開演 
〔チケット〕全席指定６，５００円 
※未就学児はご遠慮ください。 
 
　エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは午前９時から午後７時まで（電話予約でも取り扱っています）。小田急ＯＸ狛江店宝くじ売り場でも、ロビーコンサート以外のチケットを取り扱っています。 
 
 
平成２５年度学童保育所入所・小学生クラブ入会・放課後クラブ入会の受け付けを始めます 
 
　保護者が働いていたり、病気療養中などの理由で、子どもの面倒が見られない場合に、保護者に代わって保育や活動を行います。 
　入所（入会）の申請は、年度ごとに必要です。 
〔受付期間〕▽１２月７日(金)から２６日(水)までの平日（午前８時３０分～午後５時）※１３日(木)・１８日(火)は午後８時まで▽１２月９日(日)・２３日(祝)（午前９時～午後１時） 
〔申請書類〕▽放課後児童健全育成事業（入所・入会）申請書▽児童台帳▽保護者の勤務証明書等 
※申請書類は、児童青少年課、各学童保育所、和泉児童館、岩戸児童センター、放課後クラブおよび市内各保育園・幼稚園で配布します。 
■学童保育所 
〔対象〕市内在住・在学の小学校３年生以下の児童 
〔実施時間〕放課後～午後５時（延長は６時４５分まで。土曜日を除く） 
※春・夏・冬休みおよび振替休校のときは、午前８時３０分からの一日の活動。 
〔お知らせ〕平成２５年度から延長時間は午後６時４５分までとなります。 
■小学生クラブ 
〔対象〕市内在住・在学の小学生児童 
〔実施時間〕放課後～午後７時（延長は８時まで。土曜日を除く。別途料金必要） 
※春・夏・冬休みおよび振替休校のときは、午前８時からの一日の活動。 
■放課後クラブ 
〔対象〕当該小学校に在籍または当該小学校学区域内に居住する小学校３年生以下の児童 
〔実施時間〕放課後～午後６時４５分（土曜日は午後６時まで） 
※春・夏・冬休みおよび振替休校のときは、午前８時３０分からの一日の活動。 
〔申し込み・問い合わせ〕児童青少年課児童青少年係へ。 
 
 
■市内の学童保育所・小学生クラブ・放課後クラブ一覧 
名　　称　所　在　地　定　員 
上和泉学童保育所　和泉本町４－７－５１ 
上和泉地域センター内　５０人 
猪方学童保育所　猪方１－１１－２ 
第三小学校校庭隣　５０人 
松原学童保育所　和泉本町１－１４－３　５０人 
根川学童保育所　中和泉４－１６－３ 
根川地区センター２階　５０人 
東野川学童保育所　東野川１－６－３　５０人 
駒井学童保育所　駒井町１－２１－６ 
第六小学校校庭隣　５０人 
岩戸小学生クラブ　岩戸南３－１５－１ 
岩戸児童センター内　約５０人 
和泉小学生クラブ　中和泉３－１２－６ 
和泉児童館内　約５０人 
第一小学校放課後クラブ　和泉本町１－３７－１ 
第一小学校内　約３０人 
緑野小学校放課後クラブ　和泉本町４－３－１ 
緑野小学校内　約５０人 
和泉小学校放課後クラブ　中和泉３－３３－１ 
和泉小学校内　約５０人 
第五小学校放課後クラブ 
（平成２５年４月１日開設予定）　東野川１－３５－１３ 
第五小学校内　約２０人 
 
 
小児初期救急 
平日夜間診療 
 
〔診療日〕月～金曜日（慈恵第三病院の休診日は除く） 
〔受付時間〕午後７時～９時３０分 
〔対象〕１５歳以下の急病の方 
※事前に電話をしてから受診 
○慈恵第三病院内「狛江・調布小児初期救急平日準夜間診察室」　電話（３４８８）２０６１ 
 
 
休日診療 
 
〔診療日〕１８日・２３日・２５日 
〔受付時間〕午前９時～１１時３０分・午後１時～４時３０分 
〔会場〕あいとぴあセンター 
○休日応急診療所 
　　　電話（３４８８）９１２１ 
○休日歯科応急診療所 
※４０歳以上の方を対象に成人歯科検診も実施 
　　　電話（３４８８）９１７１ 
○休日診療薬局 
　　　電話（３４８８）１５１９ 
 
 
２４時間 
医療機関案内 
 
○ひまわり（東京都医療機関案内サービス） 
　　　電話（５２７２）０３０３ 
○東京消防庁救急相談センター 
　　　電話♯７１１９または　電話０４２（５２１）２３２３ 
○狛江消防署 
　　　電話（３４８０）０１１９
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